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新竹田市発足記念式典
市職員新規採用試験

第44回衆議院議員総選挙
第20回最高裁判所裁判官国民審査
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新竹田市発足記念式典開催
　７月27日、竹田市文化会館において、新竹田市の誕生を祝し新市発足に貢献した方々へ謝意を
表すとともに、新市におけるまちづくりの提言を市民の皆さんからいただき、行政と市民の皆さん
が協力して進めるまちづくりのスタートとするために、新竹田市発足記念式典を開催しました。

市町村合併功労者総務大臣表彰
　阿南　　馨　旧竹田市長
　伊東　一生　旧荻町長
　本郷　幹雄　旧久住町長
　伊藤　隆弘　旧直入町長

↑記念式典にあたって式辞を述べる牧市長

■市町村合併功労者表彰者
市町村合併功労者県知事表彰
　阿南　　馨　旧竹田市長
　伊東　一生　旧荻町長
　本郷　幹雄　旧久住町長
　伊藤　隆弘　旧直入町長
　工藤　一成　旧竹田市議会議長
　阿部　重幸　旧荻町議会議長
　村田　忠士　旧久住町議会議長
　小野　幹雄　旧直入町議会議長

市長感謝状
　高橋　　功　旧竹田市助役　　　　　　　　　　　甲斐　靖敏　旧荻町助役
　志賀　紘一　旧久住町助役　　　　　　　　　　　大塚　惟敬　旧直入町助役
　古井　久和　旧竹田市議会議員　　　　　　　　　藤原　　勇　旧荻町議会議員
　吉竹　　悟　旧久住町議会議員　　　　　　　　　佐藤　　正　旧直入町議会議員
　川邊　利三　旧竹田直入地域合併協議会委員　　　工藤賢一郎　旧竹田直入地域合併協議会委員
　阿孫　眞博　旧竹田直入地域合併協議会委員　　　田北　良一　旧竹田直入地域合併協議会委員
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第
一
部　

ま
ち
づ
く
り
意
見
発
表

　

新
竹
田
市
発
足
記
念
式
典

は
、
二
部
に
分
け
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
第
一
部
で
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
久
住
高
原
く
た

み
太
鼓
と
荻
町
子
ど
も
神
楽
ク
ラ

ブ
が
名
演
を
披
露
し
、
そ
の
間
に

「
ま
ち
づ
く
り
意
見
発
表
」
と
題

し
、
４
人
の
発
表
者
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

久
住
町
で
自
営
業
を
営
む
野
上

善
孝
さ
ん
は
民
間
の
手
に
よ
る
観

光
振
興
に
つ
い
て
「
竹
田
の
持
つ

史
跡
や
自
然
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
」
を
提
言
、
次
に
直
入
町
の
国

際
交
流
員
ケ
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ラ
さ
ん
が
、「
何
も
知
ら
な
い
人

は
何
で
も
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
「
理

解
し
た
い
」
や
「
知
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
、
そ

し
て
国
際
教
育
が
必
要
だ
と
い
う

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
記
念
式
典
を
開
催
す
る

に
あ
た
っ
て
、
市
内
の
中
学
３
年

生
２
２
２
人
に
「
新
し
い
竹
田
市

に
期
待
す
る
こ
と
」
を
作
文
に
書

い
て
も
ら
い
、
そ
の
う
ち
２
人
に

代
表
と
し
て
意
見
を
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
登
壇
し
た
広
瀬
恵
太
さ
ん

（
直
入
中
３
年
）
は
「
開
発
の
た

め
に
美
し
い
自
然
が
壊
さ
れ
る
こ

と
が
心
配
で
す
。
ふ
る
さ
と
竹
田

市
の
魅
力
と
自
然
を
見
直
し
、
多

く
の
人
が
協
力
し
て
元
気
な
竹
田

市
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
合
併
し
た
１
市
３
町

の
よ
い
と
こ
ろ
を
未
来
に
残
し
て

ほ
し
い
。
誰
に
と
っ
て
も
住
み
や

す
い
竹
田
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
竹

田
市
の
す
ば
ら
し
い
場
所
を
全
国

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て

ほ
し
い
」
と
発
表
し
た
平
井
麻
衣

子
さ
ん
（
竹
田
南
部
中
３
年
）
が
、

「
新
し
い
竹
田
市
に
期
待
す
る
こ

と
」
を
記
し
た
提
言
の
束
を
牧
市

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
式
典
で
は
、
市

橋
総
務
省
都
道
府
県
税
課
長
、
衛

藤
征
士
郎
衆
議
院
議
員
、
青
木
一

長
野
県
中
野
市
長
を
始
め
、
県
議
、

市
議
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
か

ら
多
く
の
来
賓
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
旧
竹
田
直
入
地
域
市
町
合
併

協
議
会
に
お
い
て
合
併
に
功
労
の

あ
っ
た
皆
様
に
、
総
務
大
臣
表
彰
、

県
知
事
表
彰
、
及
び
市
長
感
謝
状

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

牧
市
長
は
、
式
辞
の
中
で
「
多

く
の
皆
様
方
に
祝
さ
れ
て
の
新
市

の
旅
立
ち
に
あ
ら
た
め
て
感
極
ま

る
も
の
を
覚
え
ま
す
が
、
こ
の
感

動
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

新
た
な
歩
み
を
市
民
の
皆
様
方
と

共
に
し
っ
か
り
と
、
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

第
二
部　

記
念
式
典

↑式典の開始を告げるくたみ太鼓さん

↑体験を交え発表する広瀬恵太さん

↑御幣餅を配る荻町子ども神楽さん ↑市長に提言を手渡す平井麻衣子さん

↑
↓表彰者の皆さん
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日
　
　
程

公
示
日

　
８
月
30
日
㈫

投
票
日
時

　
９
月
11
日
㈰

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

開
票
日
時

　
午
後
８
時
〜

開
票
場
所

　
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

第44回衆議院議員総選挙
第20回最高裁判所裁判官国民審査
  投票日は９月11日㈰
　　「この一票　私の声です　心です」
　　「選挙行く？　『もちろん行く！』」

　
今
回
の
選
挙
は
衆
議
院
に
お
け

る
私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
機
会
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
声
を
国

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

　投
票
で
き
る
人
は

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和
60
年

　
９
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以

　
上
住
ん
で
い
る
人
（
平
成
17
年

　
５
月
29
日
ま
で
に
転
入
届
を
し

　
た
人
）

③
選
挙
人
名
簿
に
有
効
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
人
が
転
出
の
届
出
を

　
し
て
も
、
他
の
市
町
村
に
登
録

　
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
竹
田
市
で

　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　入
場
整
理
券
は

○
入
場
整
理
券
は
、
８
月
30
日
㈫

　
に
選
挙
人
一
人
一
人
に
郵
送
し

　
ま
す
（
届
く
ま
で
に
２
日
程
か

　
か
り
ま
す
）。

○
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
人

　
は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投

　
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
も
し
も
、
入
場
整
理
券
を
無
く
し

　
た
場
合
は
、
投
票
所
で
再
作
成

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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○
期
日
前
投
票
に
は
、入
場
整
理
券

　

が
な
く
て
も
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
時
間
・
投
票
場
所
は

　

投
票
時
間
は
各
投
票
所
と
も

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で

す
。

　

投
票
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す

（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番

号
で
す
）。

①
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

②
竹
田
市
立
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
明
治
地
区
多
目
的
集
会
所

④
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
竹
田
市
城
原
地
区
館

⑥
竹
田
市
宮
城
分
館

⑦
竹
田
市
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
竹
田
市
松
本
分
館

⑨
菅
生
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑩
竹
田
市
立
祖
峰
小
学
校
体
育
館

⑪
竹
田
市
嫗
岳
分
館

⑫
竹
田
市
宮
砥
分
館
体
育
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
竹
田
市
荻
中
央
公
民
館

⑮
竹
田
市
柏
原
公
民
館

⑯
竹
田
市
久
住
町
中
央
公
民
館

⑰
竹
田
市
白
丹
公
民
館

⑱
竹
田
市
都
野
公
民
館

⑲
竹
田
市
直
入
総
合
支
所
大
会
議

　

室
⑳
竹
田
市
立
下
竹
田
小
学
校
体
育

　

館
※
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
、

　

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
選
挙
公
報
は

　

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
・

比
例
代
表
選
出
議
員
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
選
挙
公

報
を
９
月
４
日
、
自
治
会
長
宛
に

発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
投
票
の
方
法
は

１
．
投
票
用
紙

○
投
票
用
紙
は
、
小
選
挙
区
選
出

　

議
員
選
挙
、
比
例
代
表
選
出
議

　

員
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

　

国
民
審
査
の
３
種
類
で
す
。

○
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
、

　

だ
い
だ
い
色
地
に
黒
イ
ン
ク
の

　

投
票
用
紙
で
す
。

○
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、

　

あ
さ
ぎ
色
（
う
す
い
水
色
）
に

　

赤
イ
ン
ク
の
投
票
用
紙
で
す
。

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

は
、
白
地
に
黒
イ
ン
ク
の
投
票

　

用
紙
で
す
。

２
．
投
票
の
方
法
の
注
意
点

○
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

　

し
ま
す
（
記
名
式
投
票
）。

○
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

政
党
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う

裁
判
官
に
×
を
つ
け
て
投
票
し
ま

す
。 

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思

う
裁
判
官
が
い
な
い
場
合
は
、
何

も
記
入
せ
ず
投
票
し
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務

が
あ
る
等
、
一
定
の
事
由
に
よ
り

ど
う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場

　

合
は
期
日
前
投
票
の
際
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

１
．
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
　

８
月
31
日
㈬
か
ら

　
　

９
月
10
日
㈯
ま
で

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
　

９
月
４
日
㈰
か
ら

　
　

９
月
10
日
㈯
ま
で

２
．
期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
　

８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で

３
．
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所

▼
竹
田
地
域
内
の
期
日
前
投
票
所

　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

竹
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
荻
地
域
内
の
期
日
前
投
票
所

　

荻
総
合
支
所

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

荻
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　

れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
久
住
地
域
内
の
期
日
前
投
票
所

　

久
住
総
合
支
所

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

久
住
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
直
入
地
域
内
の
期
日
前
投
票
所

　

直
入
総
合
支
所

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

直
入
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

　
不
在
者
投
票
は

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

病
気
等
の
事
由
に
よ
り
ど
う
し
て

も
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不

投票の方法
投票は 3種類です。
投票①　衆議院小選挙区選出
議員選挙の投票は、
  「候補者の氏名」
を記入してください。

投票②　衆議院比例代表選出
議員選挙の投票は、
  「政党名」
を記入してください。

投票③　最高裁判所裁判官国民
審査の投票は、やめさせた方が
よいと思う裁判官に
  「×のしるし」
を記載してください。
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在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

１
．
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

　
　

８
月
31
日
㈬
か
ら

　
　

９
月
10
日
㈯
ま
で

２
．
不
在
者
投
票
の
方
法

①
指
定
病
院
等
で
不
在
者
投
票
を

　

す
る
場
合
は

　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
公
示
日

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
病
院
等
の

事
務
担
当
者
に
早
め
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
不
在
者
投
票
の
手
続

き
は
病
院
等
で
す
べ
て
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

②
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

　

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は

　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
公
示
日

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
早
め
に
竹

田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

③
自
宅
で
郵
便
投
票
を
す
る
場
合

　

は
▼
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人
の
場
合

　

郵
便
投
票
証
明
書
は
、
有
効
期

限
ま
で
引
き
続
き
有
効
で
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

　

求
期
限
は
９
月
７
日
㈬
で
す
。

▼
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

　

け
て
い
な
い
人
の
場
合

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
選
挙
人
は
、
事
前
に
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

  

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
両
下
肢
に
一
定
以
上

の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
５
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

　

る
こ
と
の
で
き
る
選
挙
人
で
、

　

自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
者
と
定
め
ら
れ
た

　

人
は
代
理
記
載
制
度
が
あ
り
ま

　

す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
０
・
１
６
１
）

　

☎
63‒

４
８
１
４
（
直
通
）

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
「
三
な
い
運
動
」

・
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

　
「
贈
ら
な
い
！
」

・
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を

　
「
求
め
な
い
！
」

・
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄

　

附
は
「
受
け
取
ら
な
い
！
」

　

こ
ん
な
時
、
こ
ん
な
物
も
、

寄
附
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

入学祝・卒業祝 落成式・開店祝
いの花輪

秘書等が代理で
出席する場合の
香典

お祭りへの寄附
や差し入れ

病気見舞い

町内会の集会や
旅行などの催し
物への寸志や飲
食物の差し入れ

お中元やお歳暮
葬式の花輪、供
花

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

地域の行事やス
ポーツ大会への
飲食物の差し入
れ

市営住宅・県営住宅・特定公共賃貸住宅
補欠入居者を募集します。

　平成 17年 10 月 1日から平成 18年 3月 31 日までに空き家になった
場合の補欠入居者を募集します。
　なお、4月の抽選会に申し込みをした方で、10 月以降も入居を希望
する人も、申し込みが必要です。
入居資格　現に住宅に困窮している人で、収入基準に該当する人
決定方法　書類審査及び実態調査を行い、適格者は、公開抽選により入  
　　　　　居順位を決定します。
申込期限　平成 17年 9月 20日㈫
有効期間　平成 17年 10月 1日～平成 18年 3月 31日まで
抽選日時　平成 17年 9月 26日㈪　9:30 ～
抽選場所　竹田市役所本庁舎 3階会議室
●お問い合せ・申込み
　建設課　　　　　　　☎63-4808　荻総合支所建設課　　☎68-2211
　久住総合支所建設課　☎76-1111　直入総合支所建設課　☎75-2211

 

職
員
の
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
職
名

【
平
成
17
年
８
月
21
日
付
異
動
】

■
部
長
級

▽
総
務
企
画
部
長
（
直
入
総
合
支

所
長
）
岩
屋
千
利

▽
直
入
総
合
支
所
長
兼
直
入
総
合

支
所
保
健
福
祉
課
長
（
市
民
福
祉

部
保
険
課
長
）
森
永
国
治

■
課
長
級

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
（
直
入

総
合
支
所
保
健
福
祉
課
長
）
吉
野

幸
一

【
平
成
17
年
８
月
20
日
付
異
動
】

■
退
職

▽
大
久
保
正
孝
（
総
務
企
画
部
付

部
長
）
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竹田市職員採用試験のご案内
　竹田市では、次のとおり平成 18年度採用職員の募集を行います。
【試験区分・採用予定人員】
　○試験区分　初級試験　　　○一般事務職 ( 身体障害者を含む )　2人　　○消防士　3人
【受験資格】
　○一般事務職 ( 身体障害者を含む )
　　①昭和 53年 4月 2日から昭和 63年 4月 1日までに生まれた人
　　②高等学校卒業程度の学力を有する人
　［身体障害者の方］受験申し込み時に申し出てください。
　　①身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
　　②自力により通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な人
　　③活字印刷文による出題に対応できる人
　○消防士
　　①昭和 56年 4月 2日から昭和 63年 4月 1日までに生まれた人
　　②高等学校卒業程度の学力を有する人
　　③心身ともに健全で、日本国籍を有する男性の人
　　④採用後は業務の都合上、竹田市内に居住することを原則とする。
　　⑤身長 160 ㌢以上で胸囲は身長の 1/2 以上、体重 50㌔以上
　　⑥視力は、両眼とも 0.5 以上、又は両眼とも裸眼で 0.3 以上かつ矯正視力が 1.0 以上であること
　　⑦聴力、色覚、その他身体に障害のない人
　　⑧普通自動車運転免許取得者又は平成 18年 3月 31 日までに取得見込みの人。但し、採用後 5年以
　　　内に、大型自動車運転免許（一種）を取得すること。
（共通の受験資格）
　⑴採用後は、原則として竹田市内に居住できる人とします。
　⑵一般事務職は性別及び日本国籍の有無を問いません。消防士は日本国籍を有する人とします。
　⑶地方公務員法第 16条該当者は、この試験を受験できません。
【試験の日時及び試験会場】
　○第 1次試験　　平成 17年 10月 16 日㈰　大分県立竹田商業高等学校
【受付期間等】（一般事務職及び消防士とも）
　○受付期間　平成 17年 9月 1日㈭から平成 17年 9月 20日㈫まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　8時 30分から 17時まで
　○受付場所　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650 番地　竹田市役所総務企画部総務課職員係
　※郵送による申込書は、9月 20日㈫までの消印があるものに限り受け付けます。
【第１次試験の方法及び内容】
　○受験者全員　教養試験（公務員としての必要な一般知識等についての択一式による筆記試験）
　○消防士受験者　健康診断・体力検査（消防士として必要な持久力、体力の有無についての検査及び
　　疾病等について検査）
【受験案内・申込書類】
　○一般事務職及び消防士とも、竹田市役所総務企画部総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入の各
　　総合支所地域振興課に用意しています。また、消防士については、消防本部庶務課にも用意してい
　　ます。
　○受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp）にも掲載しています。
●お問い合せ・申込み
　竹田市役所総務企画部総務課職員係（本庁舎 2階）
　〒 878-8555　大分県竹田市大字会々 1650 番地　☎ 63-1111（内線 216）
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 火災警報器について
　火災警報器には「天井取付式」や「壁取付式」
等があります。電源には「電池を使うタイプ」
と「家庭用電源を使うタイプ」があります。
　日本消防検定協会の鑑定を受けた住宅用火災
警報器及び補助警報装置には、右下の表示が付
いています。この表示は義務ではありませんが、
購入の目安になるでしょう。
　

 悪質な訪問販売にご注意!
　住宅用火災警報器等の設置義務化を契機とし
て、性能が不足した機器を廉価で販売したり、
機器を不当な高額で販売する悪質な業者にご注
意ください。
　悪質な業者は、「点検も義務付けられている」
と偽ったり、「消防 “の方” から来ました」等と
消防職員のふりをして機器を売りつける手口を
用いてきます。

天井取り付け式

壁取り付け式

◆「平成18年6月1日以降に工事に着手」する新築の住宅では
　火災警報器の設置が必要（法律による義務化）
◆既存住宅は、「平成23年５月31日まで」に火災警報器の設置
　が必要（条例による義務化の緩和）
　　　　　　　　　　　●お問い合せ　竹田市消防本部予防課　　☎ 63-0119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅用火災警報器相談室　☎ 0120-565-911
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル、月～金 9：00～ 17：00 受付）

　

平
成
16
年
６
月
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
、
全
国
一
律
に
個
人
の
住
宅
に

お
い
て
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

法
律
で
は
、
す
べ
て
の
住
宅

に
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
か

ら
、
新
築
の
住
宅
は
も
と
よ
り
、

今
現
在
建
っ
て
い
る
既
存
の
住

宅
に
も
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
住
宅
で
あ
れ
ば
、
一
戸

建
て
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な

共
同
住
宅
を
問
わ
ず
、
さ
ら
に
事

業
所
に
併
設
さ
れ
た
住
宅
部
分
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
竹
田
市
で
は
条
例
に

よ
り
既
存
住
宅
へ
の
適
用
時
期
を

平
成
23
年
６
月
１
日
と
し
ま
す
。

 
な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の
？

　

平
成
15
年
に
、
全
国
の
住
宅
火

災
に
よ
る
死
傷
者
数
が
昭
和
61
年

以
来
17
年
ぶ
り
に
１
、０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
「
住

宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
数
」
は
、

建
物
火
災
に
よ
る
死
傷
者
数
の
約

９
割
に
及
び
ま
す
（
９
頁
表
１
）。

そ
し
て
、「
住
宅
火
災
に
よ
る
死

亡
原
因
」
の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
（
９
頁
表
２
）。

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷

者
の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
（
９
頁
表

３
）。
こ
の
た
め
、
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
死
傷

者
が
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

で
消
火
ま
た
は
避
難
が
で
き
、
大

切
な
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
た
米
国
で
は
、

21
年
間
で
火
災
に
よ
る
死

傷
者
数
が
約

半
分
に
ま
で

減
る
と
い
う

効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。
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ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

１
．
寝
室

　

住
宅
の
設
計
図
に
描
い
た
「
寝

室
」
だ
け
で
な
く
、「
子
ど
も
部
屋
」

や
夜
間
に
就
寝
す
る
部
屋
の
天
井

ま
た
は
壁
面
に
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
す
。
た
だ
し
、
来
客
用
の

「
客
間
」
等
一
時
的
に
就
寝
す
る

部
屋
は
除
き
ま
す
。

２
．
階
段

　

１
階
等
の
簡
単
に
避
難
で
き
る

寝
室
を
除
き
、
寝
室
が
あ
る
階
の

階
段
の
踊
り
場
や
壁
面
に
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
室
が
あ
り
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
た
階
か
ら
２
階
離

れ
た
居
室
の
あ
る
階
の
階
段
の
踊

り
場
や
壁
面
に
も
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
す
。（
３
階
建
て
以
上

の
場
合
）

３
．
廊
下

表 1：建物火災による死者数/1,204人表 2：住宅火災による死者数/1,041人

平成 15年中の火災データ（消防庁）※放火自殺者等による死者を除く。

住宅以外の建物火災
による死者数
163 人（13.5％）

住宅火災による
死者数
1,041 人（86.5％）

逃げ遅れ
712 人（68.4％）

着衣着火
56人（5.4％）

出火後再進入
25人（2.4％）

その他
248 人（23.8％）

寝室をチェック

階段をチェック

3階建て以上はさらにチェック

設置位置も確認しましょう

住宅用火災警報器の中心を壁から
60㌢以上離します。

住宅用火災警報器の中心をはりか
ら 60㌢以上離します。

天井型 壁掛型

天井から 15～ 50㌢以内に、住
宅用火災警報器の中心がくるよう
にします。

換気扇やエアコンなどの吹き出し
口から 1.5 ㍍以上離します。

表 3：住宅火災における年齢階層別死者発生状況（放火自殺者等を除く）

　

７
平
方 

㍍
（
約
４
畳
半
）
以

上
の
居
室
が
５
つ
以
上
あ
る
階
の

廊
下
（
廊
下
が
な
い
場
合
は
階
段
）

に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

※
台
所
に
つ
い
て

　

今
回
の
義
務
化
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
台
所
は
居
室
に
続

い
て
２
番
目
に
多
い
住
宅
火
災
の

発
生
場
所
で
す
。
煙
や
湿
気
の
多

い
台
所
用
の
火
災
警
報
器
の
設
置

も
お
勧
め
し
ま
す
。

注　意
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野
焼
き
　
┃
　
坊
ガ
ツ
ル
を
守
る
試
み

　くじゅう湿原のタデ原湿原（九重町）と坊ガツル湿原（竹田市久住町）につ
いて、ラムサール条約の湿地登録に向けた検討が行われています。
　今月は、坊ガツル湿原の環境を保つ上で大きな役割を果たしている野焼きを
平成12年に復活させた野焼き実行委員会会長、弘蔵岳久さん（43）にお話を
伺いました。

広
報
吉
野
（
以
下
広
報
）「
ま
ず
、

野
焼
き
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

弘
蔵
会
長
「
野
焼
き
実
行
委
員
会

は
平
成
12
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、

野
焼
き
に
参
加
す
る
団
体
間
の
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

時
か
ら
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
参
加
団
体
の
数
は
と

て
も
多
く
、
た
と
え
ば
、
九
州
電

力
と
そ
の
関
連
団
体
さ
ん
、
九
重

の
自
然
を
守
る
会
さ
ん
、
あ
せ
び

小
屋
さ
ん
、
法
華
院
温
泉
等
が
参

加
し
て
い
ま
す
」

広
報
「
野
焼
き
復
活
の
き
っ
か
け

は
、
野
焼
き
が
途
絶
え
た
坊
ガ
ツ

ル
の
湿
地
が
乾
燥
地
に
遷
移
し
て

い
た
こ
と
と
伺
い
ま
す
が
？
」

弘
蔵
会
長
「
遷
移
を
含
め
て
３
つ

の
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
坊
ガ
ツ
ル
に
ま
っ
た

く
火
の
気
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
プ
の
火
が
飛
ぶ

野
火
等
は
あ
る
の
で
す
。
こ
の
火

が
山
に
ま
で
延
焼
す
る
こ
と
を
防

ぐ
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
投
げ
捨
て
を
多
く
誘

う
籔
を
減
ら
す
狙
い
も
あ
り
ま
し

た
。
復
活
は
誰
が
言
い
出
し
た
と

言
う
こ
と
も
な
く
、
当
時
、
集
ま

っ
た
人
た
ち
の
中
で
自
然
に
流
れ

が
で
き
ま
し
た
」

広
報
「
も
と
も
と
坊
ガ
ツ
ル
で
行

わ
れ
て
い
た
野
焼
き
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

弘
蔵
会
長
「
大
船
牧
野
と
い
う
組

合
が
あ
っ
て
、
放
牧
牛
の
牧
草
を

育
て
る
た
め
に
野
焼
き
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
32
年
間
途
絶

え
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
は

放
牧
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
、
坊
ガ

ツ
ル
に
牛
は
い
ま
せ
ん
」

広
報
「
野
焼
き
の
や
り
方
は
ど
ち

ら
で
教
わ
っ
た
の
で
す
か
？
」

弘
蔵
会
長
「
飯
田
高
原
で
野
焼
き

を
行
う
グ
ル
ー
プ
が
知
っ
て
い
ま

し
た
。
輪
地
切
り
、
輪
地
焼
き
と

い
う
言
い
方
は
久
住
独
特
の
言
い

回
し
な
の
で
、
実
行
委
員
会
で
は

野
焼
き
と
言
っ
て
い
ま
す
」

広
報
「
野
焼
き
で
苦
労
す
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

弘
蔵
会
長
「
雨
が
降
り
や
す
い
場

所
で
す
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や

す
い
で
す
ね
。
ま
た
、
土
日
に
行

い
ま
す
の
で
、
登
山
者
へ
の
配
慮

↑平成16年3月20日に行われた野焼きの風景（写真提供：茅野博さん）

に
も
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
野
焼
き
に
絡
め
て
山
や
坊

ガ
ツ
ル
を
撮
影
に
来
る
方
が
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
野
焼
き
の
際
は
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
同
じ
理
由
で
、
野
焼
き
の
参

加
者
は
参
加
団
体
の
中
か
ら
参
加

で
き
る
人
に
限
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
は
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
」

広
報
「
今
後
の
野
焼
き
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？
」

弘
蔵
会
長
「
こ
の
数
年
の
野
焼
き

で
湿
原
の
植
物
が
戻
り
、
藪
が
減

り
ご
み
も
非
常
に
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
野
焼
き
は
ど

う
し
て
も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
続
け
る
た
め
に
は
、
ま

ず
事
故
は
起
こ
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
三
俣
山
の
中
腹
ま
で
行

っ
て
い
た
昔
の
野
焼
き
と
比
べ
る

と
、
半
分
近
く
の
面
積
で
す
の
で
、

少
し
ず
つ
面
積
を
広
げ
な
が
ら
続

け
て
い
く
形
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
」

広
報
「
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」



11　2005年9月発行

　

姉
妹
都
市
柳
川
市
と
友
好
都
市

延
岡
市
の
児
童
30
人
を
迎
え
、
８

月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
３
市

児
童
体
験
交
流
会
を
竹
田
市
で
開

催
し
ま
し
た
。
竹
田
市
か
ら
も
児

童
15
人
が
参
加
し
、
１
日
目
は
ガ

ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
乳
牛
の
乳
搾

り
と
菅
生
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り

を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
長

湯
ダ
ム
で
は
じ
め
て
の
カ
ヌ
ー
や

ボ
ー
ト
を
体
験
。
へ
と
へ
と
に
な

っ
た
後
、
宿
泊
先
の
あ
祖
母
学
舎

で
ろ
く
ろ
を
使
っ
た
陶
芸
を
体
験

し
ま
し
た
。
最
終
日
は
入
田
の
中

島
河
川
プ
ー
ル
で
涼
し
い
竹
田
を

体
感
し
、
最
後
に
岡
城
跡
に
登
り

そ
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
が
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
の
良
い
思
い
出
に
な
る

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

↑みんなで撮った記念写真

↑ウォータースライダーが大人気！

竹田初のミニバスケ大会

清き水に剣を磨く
　

８
月
21
日
、
久
住
総
合
運
動
公

園
体
育
館
で
、
竹
田
市
で
初
め
て

小
学
生
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
主
に
大
分
市
を
中
心
に
、

竹
田
、
久
住
町
、
ま
た
熊
本
県
か

ら
も
参
加
チ
ー
ム
が
あ
り
、
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
１
日
中
コ
ー

ト
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

剣
道
を
志
す
小
・
中
学
生
が
お

互
い
の
技
を
磨
く
大
会
、
第
７
回

「
市
長
旗
争
奪
竹
田
名
水
少
年
剣

道
大
会
」
が
、
竹
田
商
業
高
校
体

育
館
で
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
外
の
参
加
者
も
含
め
て

39
団
体
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
修

練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

 

大
分
県
自
治
委
員
会
連
合
会

 

会
長
表
彰

　

大
分
県
自
治
委
員
会
連
合
会

総
会
に
お
い
て
、
竹
田
地
区
浦
町

自
治
会
長
の
竹
内
實
さ
ん
が
会
長

表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
自
治
会
長
と
し
て
引
き
続
き

12
年
以
上
勤
め
た
方
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
、
竹
内
さ
ん
は
平
成
５

年
か
ら
市
政
と
自
治
会
を
結
び
自

治
会
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

 

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
８
月
号
８
頁
で

故
飯
田
シ
ヅ
コ
さ
ん
の
自
治
会
を

向
原
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
東
小
路
自
治
会
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

第
１
回
市
民
球
技
大
会

　

竹
田
市
民
が
地
区
ご
と
に
様
々

な
球
技
で
競
う
第
１
回
市
民
球
技

大
会
が
、
８
月
７
日
に
市
内
の
各

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
落
ち
そ
う
な
曇
り
空
の
下

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
と

す
る
８
種
目
に
参
加
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
は
、
競
技
と
親
睦
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

↑久住山をバックにスタート !（ゲートボール）

↑熱いダブルス（卓球）
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↑誓いのことばを述べる佐田直人さん

　平成 17年度竹田市成人式を 8月 16日に竹田
市文化会館で開催し、昭和 59 年 4 月 2 日から
昭和 60 年 4 月 1 日の間に生まれた市民で、男
子 209 人、女子 175 人、計 384 人が新成人を
迎えられたことを祝いました。
　式典では、牧市長から安藤裕さん（直入・筒
井）と甲斐千晴さん（竹田・吉田）に成人証書が、
工藤教育委員会委員長から工藤研吉さん（竹田・
木原）に記念品が贈られ、また、成人者代表の
佐田直人さん（竹田・名子）は、「後に続く人の
範になるよう努力を重ねます」と力強く誓いの
ことばを述べてくれました。
　記念式典後に行われた懇親会では、新成人が
自分たちで企画したレクリエーションが催され、
会場内に笑いがこぼれていました。
　新成人の皆さんの今後の活躍を心からお祈り
いたします。

新成人おめでとうございます
　　平成17年度竹田市成人式

　

第
19
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
が
、
７
月
31
日
に
県

道
４
４
２
号
線
沿
い
に
あ
る
「
日

本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
早
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
遠
く
は
兵
庫
県
か
ら

参
加
し
た
６
１
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
高
原
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
な

お
、
各
成
績
は
竹
田
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高校女子（3 ㌔）のランナーの皆さん

↑一般男子 39歳以下（9㌔）のランナーの皆さん

雨にも負けず

走れクロカン

露地かぼす、出荷開始

　

大
分
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
選

果
場
で
、
今
年
も
８
月
17
日
に
露

地
か
ぼ
す
選
果
始
動
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
裏
作
に
当
た
る
と
い
う

今
年
は
、
会
場
の
片
隅
に
実
際
の

か
ぼ
す
で
品
質
の
等
級
を
示
し
た

見
本
が
置
か
れ
て
い
て
、
品
質
管

理
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

今年もトマト愛の定期便

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
新
鮮
な
ト

マ
ト
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と

今
年
で
26
回
目
と
な
る
、
大
分
み

ど
り
農
業
協
同
組
合
の
「
ト
マ
ト

愛
の
定
期
便
」
出
発
式
が
８
月
17

日
に
荻
町
の
選
果
場
で
行
わ
れ
、

南
山
荘
他
市
内
の
４
施
設
に
ト
マ

ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

80歳のおいしい手料理

　

参
加
者
の
平
均
年
齢
が
80
歳
を

超
え
る
荻
町
の
男
性
料
理
教
室
の

皆
さ
ん
が
、
８
月
５
日
に
福
祉
健

康
エ
リ
ア
で
竹
田
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
荻
支
部
が
主
催
し
て
行
わ

れ
た
「
ひ
と
り
暮
し
の
お
と
し
よ

り
の
集
い
」
に
、
冷
麺
や
納
豆
と

オ
ク
ラ
の
み
そ
汁
等
の
献
立
90
食

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
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まちの話題

↑多くの人で賑わった沿道

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
学
び
、
作
業

す
る
場
を
つ
く
る
「
第
22
回
直

入
地
域
子
ど
も
祭
り
」
を
、
８

月
４
日
に
直
入
中
央
公
民
館

と
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

１
３
８
人
の
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
で
講
師
に
教
え
ら
れ
な
が

ら
バ
ル
ー
ン
細
工
や
押
し
花
、

折
り
紙
、
木
工
工
作
等
を
楽
し

ん
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

夏休みの工作できるかな　

８
月
８
日
か
ら
９
日
の
２
日

間
、
久
住
の
夏
の
風
物
詩
、
久
住

夏
越
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
住
夏
越
祭
り
は
、
新
町
・
田

向
町
・
本
町
・
下
町
の
自
治
会
が

そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
山ダ

車シ

が
一
番
の
見
所
で
す
。
８
日
の

夕
方
に
は
子
ど
も
た
ち
の
山
車

が
、
９
日
の
夜
に
は
大
人
た
ち
の

雄
壮
な
山
車
が
練
り
歩
き
、
沿
道

の
家
の
２
階
等
か
ら
多
く
の
人
が

見
物
を
し
て
い
ま
し
た
。

↑迫力ある龍の山車

こ
れ
が

　

久
住
の

　
　

夏
祭
り

守って交通安全

　
「
こ
ど
も
と
高
齢
者
を
守
る
交

通
安
全
フ
ェ
ス
タ
」
が
竹
田
地
区

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
議
会
等
の
主

催
で
７
月
31
日
に
竹
田
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
交
通
安
全
標
語
表

彰
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
行
わ

れ
、
場
外
に
は
パ
ト
カ
ー
や
白
バ

イ
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

集落営農セミナー開催

  

竹
田
地
域
集
落
営
農
推
進
支
部

の
主
催
で
、
竹
田
市
内
の
集
落
リ

ー
ダ
ー
を
対
象
に
、
農
地
を
維
持

発
展
し
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
水

田
農
業
を
行
う
た
め
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
へ
の
取
り
組

み
と
集
落
営
農
組
織
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
７
月
14
日

と
８
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
（
中
距
離
走
）
に
お

け
る
子
ど
も
の
競
技
力
の
向
上
と

競
技
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
第

13
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
「
２
０
０
５

ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
ス
in
お
ぎ
」

が
、
８
月
６
日
に
荻
小
学
校
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
２
２
８
人
が
参
加
し
、
応
援
団

の
熱
い
声
援
を
受
け
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
竹
田
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

夢育てるナイター陸上

↑中学生男子 3,000 ㍍（フリー）ランナーの皆さん

里
山
を
考
え
る

　

人
里
の
周
辺
を
囲
む
農
地
や
山

林
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の
生
活

ま
で
を
含
ん
だ
自
然
環
境
「
里
山
」

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
８

月
20
日
に
竹
田
市
観
光
協
会
の
主

催
で
竹
田
商
工
会
議
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
小
川

全
夫
九
州
大
学
大
学
院
教
授
の
講

演
「
里
山
未
来
型
暮
ら
し
の
発
想

を
」
を
聞
き
、
引
き
続
き
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
里
山
の

過
去
か
ら
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
、
参
加
者
は
林
業
や
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
竹
楽
に
広
が
る
里
山
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

↑熱心に話を聞く参加者
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※複数の呼び方がある自治会については、代表的な名前を掲載しました。

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
松　

本
（
続
き
）

大字向山田 向山田 むこうやまだ 878-0027
大字向山田 漆　迫 うるしざこ 878-0027
大字岩瀬 岩　瀬 いわせ 878-0022
大字君ヶ園 栃　鶴 とちづる 878-0023
大字君ヶ園 大津留上 おおつるかみ 878-0023
大字君ヶ園 大津留下 おおつるした 878-0023
大字君ヶ園 松　円 しょうえん 878-0023
大字君ヶ園 下矢倉 しもやくら 878-0023
大字君ヶ園 下矢倉団地 しもやくらだんち 878-0023
大字君ヶ園 音　羽 おとわ 878-0023

入　

田

大字入田 入田小高野 にゅうたこだかの 878-0033
大字入田 矢　原 やばる 878-0033
大字入田 河宇田 かわうだ 878-0033
大字入田 大仲寺 だいちゅうじ 878-0033
大字門田 泉　水 せんずい 878-0034
大字門田 笹　尾 ささお 878-0034
大字門田 長小野 ながおの 878-0034
大字門田 大津留 おおつる 878-0034
大字太田 太田政所 おおたまどころ 878-0032
大字太田 牧 まき 878-0032
大字太田 姿岩本 すがたいわもと 878-0032
大字太田 太田原 おおたわら 878-0032
大字門田 出　合 であい 878-0034

嫗　

岳

大字田井 田　井 たい 878-0575
大字倉木 倉木下 くらきしも 878-0576
大字倉木 倉木上 くらきかみ 878-0576
大字神原 横　平 よこひら 878-0574
大字神原 吐　合 はきあい 878-0574
大字神原 井手の上 いでのうえ 878-0574
大字中角 名　子 みょうす 878-0573
大字中角 中　角 なかつの 878-0573
大字中角 辻　原 つじはる 878-0573

宮　

砥

大字次倉 次　倉 つぎくら 878-0571
大字次倉 高　山 たかやま 878-0571
大字次倉 宮　戸 みやと 878-0571
大字次倉 瀬の口 せのくち 878-0571
大字次倉 次倉中央 つぎくらちゅうおう 878-0571
大字次倉 妙　見 みょうけん 878-0571
大字九重野 九重野田原 くじゅうのたばる 878-0572
大字九重野 久小野 ひさしおの 878-0572
大字九重野 紺　屋 こうや 878-0572
大字九重野 緩　木 ゆるぎ 878-0572
大字九重野 滝　部 たきべ 878-0572
大字九重野 百　木 ももぎ 878-0572
大字九重野 九重野小川 くじゅうのおがわ 878-0572

菅　

生

大字小塚 小　塚 おづか 879-6181
大字小塚 旧池部 きゅういけべ 879-6181
大字小塚 池　部 いけべ 879-6181
大字小塚 田　代 たしろ 879-6181
大字小塚 平　井 ひらい 879-6181
大字小塚 原　山 はらやま 879-6181
大字菅生 上菅生 かみすごう 879-6184

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
菅　

生
（
続
き
）

大字菅生 菅生中央 すごうちゅうおう 879-6184
大字菅生 下菅生北 しもすごうきた 879-6184
大字菅生 下菅生南 しもすごうみなみ 879-6184
大字戸上 戸　上 とうえ 879-6183
大字戸上 国　方 くにかた 879-6183
大字戸上 西戸上 にしとうえ 879-6183
大字今 楠　野 くすの 879-6182
大字今 下　今 しもいま 879-6182
大字今 上　今 かみいま 879-6182

宮　

城

大字市用 市　用 いちもち 878-0153
大字下志土知 下志土知下 しもしとちしも 878-0152
大字下志土知 下志土知上 しもしとちかみ 878-0152
大字川床 川床下 かわとこしも 878-0154
大字川床 川床米納戸 かわとこよないど 878-0154
大字川床 上川床 かみかわとこ 878-0154
大字志土知 志土知 しとち 878-0155
大字炭竈 炭　竈 すみかまど 878-0162
大字上坂田 上坂田東 かみさかたひがし 878-0161
大字上坂田 上坂田西 かみさかたにし 878-0161
大字古園 古　園 ふるぞの 878-0146
大字刈小野 刈小野下 かりおのしも 878-0164
大字刈小野 刈小野 かりおの 878-0164
大字上畑 上　畑 かみはた 878-0163
大字久保 久　保 くぼ 878-0156
大字久保 三本松 さんぼんまつ 878-0156
大字下志土知 下志土知 しもしとち 878-0152

城　

原

大字米納 紙　漉 かみすき 878-0145
大字米納 米　納 よない 878-0145
大字米納 神　町 しんまち 878-0145
大字米納 宮の上 みやのうえ 878-0145
大字米納 柚　長 ゆうなが 878-0145
大字米納 柚長東 ゆうながひがし 878-0145
大字米納 柚長西 ゆうながにし 878-0145
大字米納 雉ヶ平 きじがひら 878-0145
大字高伏 上高伏 かみたかぶし 878-0144
大字高伏 高　伏 たかぶし 878-0144
大字高伏 森　屋 もりや 878-0144
大字城原 法　泉 ほうせん 878-0143
大字城原 轟　木 とどろき 878-0143
大字城原 木　原 もくばる 878-0143
大字下坂田 下坂田東 しもさかたひがし 878-0151
大字下坂田 下坂田西 しもさかたにし 878-0151
大字下坂田 下深迫 しもふかさこ 878-0151
大字下坂田 上深迫 かみふかさこ 878-0151
大字福原 宇　土 うど 878-0142
大字福原 福　原 ふくはら 878-0142
大字福原 神　川 かみがわ 878-0142
大字福原 鉢　山 はちやま 878-0142
大字小川 北尾鶴 きたおづる 878-0141
大字小川 長田尾 ながたお 878-0141
大字小川 小　川 おがわ 878-0141
大字小川 熊　地 くまじ 878-0141
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なんち読むん？ 竹田                 竹田自治会編
　「あん町の、こん地名はなんち読むんじゃろう？」　そんなあなたへ贈ります。

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
竹　

田

大字竹田町 西古町 にしふるまち 878-0012
大字竹田町 東古町 ひがしふるまち 878-0012
大字竹田 浦　町 うらちょう 878-0013
大字竹田 慶順町 けいじゅんまち 878-0012
大字竹田町 中本町 なかほんまち 878-0012
大字竹田町 下本町 しもほんまち 878-0012
大字竹田 東本町 ひがしほんまち 878-0013
大字竹田町 下　町 したまち 878-0012
大字竹田町 府内町 ふないまち 878-0012
大字竹田 向　町 むかいちょう 878-0013
大字竹田町 田　町 たまち 878-0012
大字竹田町 新　町 しんまち 878-0012
大字竹田町 上本町 かみほんまち 878-0012
大字竹田町 上　町 うわまち 878-0012
大字竹田 殿　町 とのまち 878-0013
大字竹田 久　戸 くど 878-0013
大字竹田 寺　町 てらまち 878-0013
大字竹田 溝　川 みぞがわ 878-0013
大字竹田 山　手 やまて 878-0013
大字竹田 山　川 やまがわ 878-0013
大字竹田 鬼ケ城 おにがじょう 878-0013
大字竹田 茶屋ノ辻 ちゃやのつじ 878-0013
大字竹田 上角東 うえつのひがし 878-0013
大字竹田 上角西 うえつのにし 878-0013
大字竹田 鷹匠町 たかじょうまち 878-0013
大字竹田 杣　谷 そまだに 878-0013
大字竹田 岡城通り おかじょうどおり 878-0013
大字竹田 提灯谷 ちょうちんだに 878-0013
大字竹田 鬼ケ城住宅 おにがじょうじゅうたく 878-0013
大字片ケ瀬 片ケ瀬 かたかせ 878-0013
大字会々 城北町 じょうほくまち 878-0011
大字会々 川　向 かわむこう 878-0011
大字竹田 南高校 みなみこうこう 878-0013

岡　

本

大字挟田 挟　田 はさだ 878-0005
大字挟田 濁　淵 にごりぶち 878-0005
大字挟田 羽　恵 はえ 878-0005
大字三宅 上坂下 かみさかした 878-0007
大字三宅 坂　下 さかした 878-0007
大字三宅 宮　山 みややま 878-0007
大字三宅 坂　上 さかうえ 878-0007
大字三宅 真　菰 まこも 878-0007
大字中 小　賀 こが 878-0004
大字中 中　村 なかむら 878-0004
大字枝 立　石 たていし 878-0002
大字枝 枝 えだ 878-0002
大字三宅 悠々居 ゆうゆうきょ 878-0007

明　

治

大字平田 上平田 かみひらた 878-0006
大字平田 十　一 じゅういち 878-0006
大字平田 小仲尾 こなかお 878-0006
大字平田 折　立 おりたて 878-0006

大　字 自治会名 ふ り が な 郵便番号
明　

治
（
続
き
）

大字植木 荻　迫 おぎさこ 878-0001
大字植木 植木政所 うえきまどころ 878-0001
大字植木 鬼　田 おんだ 878-0001
大字植木 長　慶 ちょうけん 878-0001
大字植木 橋宇津 はしうづ 878-0001
大字植木 前田平 まえたびら 878-0001
大字植木 田　平 たびら 878-0001
大字植木 植木小高野 うえきこだかの 878-0001

豊　

岡

大字会々 下　木 したぎ 878-0011
大字会々 上下木 かみしたぎ 878-0011
大字会々 三　砂 みさご 878-0011
大字飛田川 屏風ヶ淵 びょうぶがぶち 878-0026
大字拝田原 天　神 てんじん 878-0025
大字飛田川 飛田川田原 ひだがわたばる 878-0026
大字飛田川 田原東 たばるひがし 878-0026
大字飛田川 中飛田 なかひだ 878-0026
大字飛田川 上飛田 かみひだ 878-0026
大字飛田川 荒　巻 あらまき 878-0026
大字飛田川 坂　折 さかおり 878-0026
大字飛田川 塩　付 しおつき 878-0026
大字会々 上鹿口 かみかぐち 878-0011
大字会々 鹿　口 かぐち 878-0011
大字会々 上　平 かみひら 878-0011
大字会々 一本木 いっぽんぎ 878-0011
大字会々 赤　坂 あかさか 878-0011
大字会々 鏡 かがみ 878-0011
大字会々 七　里 しちり 878-0011
大字会々 千　引 せんびき 878-0011
大字平田 下平田 しもひらた 878-0006
大字会々 七里団地 しちりだんち 878-0011
大字会々 ニュータウン七里 ニュータウンしちり 878-0011
大字会々 ニュータウン七里南 ニュータウンしちりみなみ 878-0011

玉　

来

大字拝田原 桜　瀬 さくらぜ 878-0025
大字拝田原 拝田原 はいたばる 878-0025
大字玉来 阿　蔵 あぞう 878-0024
大字玉来 東 ひがし 878-0024
大字玉来 東　中 ひがしなか 878-0024
大字玉来 西　中 にしなか 878-0024
大字玉来 西 にし 878-0024
大字吉田 吉　田 よしだ 878-0035
大字吉田 中　尾 なかお 878-0035
大字吉田 恵　良 えら 878-0035
大字吉田 大　正 たいしょう 878-0035
大字岩本 岩　本 いわもと 878-0031
大字吉田 南山荘 なんざんそう 878-0035

松　

本

大字穴井迫 下　田 しもだ 878-0022
大字穴井迫 穴井迫 あないざこ 878-0021
大字渡瀬 薊　菜 あざみ 878-0028
大字渡瀬 渡　瀬 わたせ 878-0028
大字渡瀬 松　恵 まつえ 878-0028
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

 

不
妊
症
が
増
え
て
い
ま
す

 　
10
組
の
夫
婦
の
う
ち
２
組
が
不

妊
と
い
わ
れ
る
現
在
。
不
妊
は
他

人
事
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
も
、
不
妊
症
に
つ
い
て
き
ち

ん
と
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

不
妊
の
原
因
は
女
性
の
側
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
実

際
は
男
性
側
の
原
因
が
30
％
、
女

性
側
が
30
％
、
両
者
に
原
因
が
あ

る
場
合
が
30
％
で
す
。

　

男
性
側
の
不
妊
原
因
は
ほ
と
ん

ど
精
子
に
関
す
る
も
の
で
す
。
女

性
側
の
原
因
は
、
卵
巣
、
卵
管
、

子
宮
等
様
々
で
す
。

　

妊
娠
に
は
、射
精
、排
卵
、受
精
、

着
床
と
い
う
４
つ
の
段
階
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
で
も
ク
リ
ア

で
き
な
い
と
妊
娠
は
成
立
し
ま
せ

ん
。

 

ま
ず
は
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

「
も
う
、
ダ
メ
な
の
か
な
…
…
」

と
悩
む
前
に
、
ま
ず
は
検
査
を
し

て
み
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

女
性
は
産
婦
人
科
、
男
性
は
泌

尿
器
科
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
病
院
は
不
妊
専
門
病

院
・
総
合
病
院
・
個
人
病
医
院
と

あ
り
ま
す
が
、
電
話
等
で
確
認
し

て
、
自
分
に
あ
っ
た
病
院
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
時
に
は
、
次
の
も
の
を

持
っ
て
い
く
と
便
利
で
す
。

①
保
険
証
（
治
療
・
検
査
に
よ
っ

　

て
は
保
険
が
利
か
な
い
場
合
も

　

あ
り
ま
す
が
、
必
ず
携
帯
し
ま

　

し
ょ
う
）

②
メ
モ
帳
・
筆
記
用
具
な
ど

③
女
性
は
、
基
礎
体
温
表
（
３
か

　

月
分
あ
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。
な

　

く
て
も
受
診
で
き
ま
す
が
２
週

　

間
分
で
も
あ
る
と
よ
い
で
し
ょ

　

う
）

④
長
め
の
ス
カ
ー
ト
・
ナ
プ
キ
ン
等

　

妊
娠
に
は
夫
婦
の
協
力
が
必
要

で
す
。
不
妊
症
の
治
療
も
夫
婦
の

間
に
授
か
る
子
ど
も
の
た
め
の
治

療
で
す
か
ら
、
夫
婦
一
緒
の
受
診

が
ベ
ス
ト
で
す
。

 

不
妊
治
療
費
の
補
助
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受

け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
補
助
金
の
交
付
申
請

日
を
基
準
と
し
て
、
夫
婦
と
も
に

１
年
以
上
前
か
ら
竹
田
市
の
住
民

で
、
婚
姻
後
１
年
以
上
経
過
し
た

夫
婦
で
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
が

不
妊
症
と
診
断
し
、
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
63‒

４
８
１
０

　

ま
た
、
大
分
県
の
不
妊
治
療
費

等
助
成
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
電
話
相
談
を
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
13
時
か

ら
17
時
、
面
接
相
談
を
毎
週
火
曜

日
の
14
時
か
ら
17
時
の
間
に
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ

　

ー
大
分
県
立
病
院
産
婦
人
科
外

　

来
内
相
談
室

　

☎
０
９
７‒

５
１
３‒

８
１
１
１

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
平
成
17
年
８
月
号

に
掲
載
し
た
白
石
実
智
代
保
健
師

の
名
前
を
「
白
石
美
智
代
」
と
誤

っ
て
表
記
し
て
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

 

大
分
県
知
事
感
謝
状

　

７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
23

回
大
分
県
愛
育
推
進
大
会
に
お

い
て
、
団
体
の
部
で
直
入
愛
育
会

（
秦
一
見
会
長
・
写
真
左
）、
個
人

の
部
で
荻
愛
育
班
の
久
良
茂
さ
ん

（
瓜
作
分
班
長
・
写
真
右
）
と
衛

藤
俊
文
さ
ん
（
恵
良
原
分
班
長
・

写
真
右
か
ら
２
人
目
）
が
知
事
よ

り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
、
愛
育
活

動
に
寄
与
さ
れ
た
団
体
と
個
人
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

愛
育
活
動
は
現
在
、
荻
と
直
入

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

地
域
の
輪
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

を
目
的
に
、
各
家
庭
へ
の
声
か
け

を
中
心
と
し
た
見
守
り
活
動
や

個
々
の
様
々
な
健
康
問
題
を
自
分

た
ち
の
課
題
と
し
て
、
自
主
的
に

健
康
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
で
新
規
結
成

愛
育
班
と
し
て
桜
町
西
・
桜
町
南
・

仏
面
分
班
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

吉田まり子・坂本信江・木部真里子・渡部綾 （上段左から）、阿南充枝・甲斐香代子・堀田貴子（下段左から）
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草
刈
り
機
（
刈
払
い
機
）
の

こ
と
を
ビ
ー
バ
ー
と
言
う
人
が

多
い
。
何
故
ビ
ー
バ
ー
と
い
う

か
を
調
べ
て
み
る
と
、
昔
、
山

田
機
械
工
業
の
「
ビ
ー
バ
ー
」

と
い
う
草
刈
り
機
が
売
り
出
さ

れ
、
そ
の
商
品
名
が
そ
の
ま
ま

草
刈
り
機
の
代
名
詞
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
季
節
は
ビ
ー
バ
ー
で
怪

我
を
さ
れ
る
方
が
増
え
ま
す
。

７
月
10
日
に
は
「
74
歳
の
男
性

が
一
緒
に
作
業
中
だ
っ
た
81
歳

の
男
性
の
肩
を
ビ
ー
バ
ー
で
誤

っ
て
切
っ
て
し
ま
い
死
亡
さ
せ

た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　
医
師
会
病
院
に
も
こ
の
季
節

は
ビ
ー
バ
ー
で
怪
我
を
さ
れ
る

方
が
多
く
来
ら
れ
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
自
分
で
切
っ
て
怪
我
を

さ
れ
る
方
で
す
が
、
ま
れ
に
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
に
他
人
の

ビ
ー
バ
ー
が
あ
た
っ
て
怪
我
を

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
怪

我
の
部
位
は
足
や
す
ね
が
多

く
、
傾
斜
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

の
作
業
中
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

た
り
、
転
倒
し
て
受
傷
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
ビ
ー
バ
ー
の
刃
は
金
属
製
で

ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
い
て
高
速

で
回
転
し
て
い
ま
す
。
少
し
足

に
触
れ
た
だ
け
で
も
す
ぐ
に
骨

ま
で
達
し
ま
す
。
包
丁
や
ガ
ラ

ス
で
切
っ
た
傷
に
比
べ
、
傷
が

深
く
、
太
い
血
管
や
神
経
を
切

っ
て
し
ま
い
、
し
び
れ
が
残
っ

た
り
、
血
行
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
傷
口

は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
泥
や
草

が
付
着
し
て
い
て
汚
染
が
強
く

治
り
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　
汚
染
が
強
い
と
い
う
こ
と
は

ば
い
菌
が
増
え
て
膿
（
う
み
）

が
出
る
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
治

療
は
長
引
き
ま
す
。
ば
い
菌
が

増
え
な
い
よ
う
に
消
毒
し
た
り

洗
浄
し
た
り
し
ま
す
が
一
つ
一

つ
の
細
菌
が
見
え
ま
せ
ん
の
で

難
し
い
の
で
す
。
ま
た
、
破
傷

風
と
い
う
生
死
に
関
る
病
気
も

発
症
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

　
と
に
か
く
、
ビ
ー
バ
ー
の
傷

は
痛
い
し
治
り
に
く
い
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。 

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　  

整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

ビ
ー
バ
ー
　

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
６
〉

　
　

　
介
護
保
険
制
度
が
一
部
改
正
さ

れ
、
10
月
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

「
居
住
費
」
と
「
食
費
」
が
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

現
行
の
介
護
保
険
制
度
で
は

  

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
負

担
す
る
額
は
、

①
利
用
料
（
食
費
を
除
く
介
護
サ

　
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
の
自
己
負

　
担
分
）

②
食
事
標
準
負
担
額
（
所
得
段
階

　
別
）

③
日
常
生
活
費

の
総
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

改
正
の
目
的

　
在
宅
で
生
活
し
な
が
ら
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、当
然
必
要
な「
居
住
費
」や「
食

費
」
を
自
己
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
施
設

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
費
用
負
担
を

公
平
に
す
る
た
め
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
人
も
「
居
住

費
」
と
「
食
費
」
を
自
己
負
担
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

対
象
と
な
る

 

施
設
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

　
自
己
負
担
の
対
象
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老

　
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医

　
療
施
設
に
お
け
る
「
居
住
費
」

　
と
「
食
費
」

★
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
に
お
け
る「
居
住
費
」と「
食
費
」

★
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
と
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
デ
イ
ケ
ア
）に
お
け
る「
食
費
」

 「
居
住
費
」
と
「
食
費
」
の 

　負
担
額

　
施
設
と
利
用
者
の
間
で
契
約
に

よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
施
設
に

お
け
る
「
居
住
費
」「
食
費
」
の

平
均
的
な
費
用
を
勘
案
し
て
、
１

日
あ
た
り
の
基
準
費
用
額
が
定
め

ら
れ
ま
す
。

　
１
日
あ
た
り
の
居
住
費
は
、
個

室
や
、
多
床
室
な
ど
居
住
形
態
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

 
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

　
所
得
の
低
い
人
の
施
設
利
用

（
入
所
）が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
得
の
段
階
に
応
じ
て
負
担
限
度

額
が
決
め
ら
れ
、
限
度
額
を
超
え

た
分
は
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

ま
す
。

　
負
担
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
に
よ
り
、「
介
護
保
険

特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
時
に
、
事
業
者
に
提
示
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
６
月
末
現
在
で
施
設
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
本
人
宛
で
、
各

介
護
保
険
施
設
に
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
入
所
さ
れ
て
い
る
施
設
の
相
談

員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
介
護
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　(

内
１
３
２
・
１
３
８)

 ９
月
の
介
護
相
談
日
は

 26
日
で
す
。

　場
所
　
保
険
課
介
護
係

　時
間
　
９
時
〜
16
時

　申
込
方
法
　
原
則
予
約
制
で
す
。

　　
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
自
宅

　　
へ
の
訪
問
も
い
た
し
ま
す
。
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みんなの
　　ひろば

平成16年9月 生まれ
　

　

今
年
３
月
31
日
に
閉
校
し
た
祖

峰
中
学
校
の
昭
和
50
年
卒
の
卒
業

生
が
、
８
月
13
日
に
当
時
の
恩
師

を
招
き
、
懐
か
し
い
教
室
で
模
擬

授
業
の
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
年
に
一
度
集
ま
っ
て
い
る
皆

さ
ん
が
「
今
の
学
校
に
入
る
最
後

の
機
会
で
は
な
い
か
」
と
企
画
し

た
も
の
で
、
楽
し
そ
う
に
思
い
出

を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

 「
光
明
塾
」
竹
田
教
室

　
「
光
明
塾
」
は
、
大
分
県
よ
り

大
分
県
盲
人
協
会
が
委
託
さ
れ
た

中
途
失
明
者
の
社
会
適
応
訓
練
を

行
う
組
織
で
す
。
毎
月
１
回
、
点

字
指
導
、
感
覚
・
歩
行
訓
練
、
盲

人
用
具
の
使
用
法
、
日
常
生
活
動

作
訓
練
、
生
活
身
上
の
助
言
指
導

を
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
盲
人
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

８
４
５
０

　

竹
田
教
室
（
吉
野
英
明
）

　

☎
75‒

２
６
１
２

 

竹
田
視
覚
障
害
者
相
互
援
助
協
会

　

新
竹
田
市
の
発
足
に
伴
い
、
旧

１
市
３
町
の
視
覚
障
害
者
協
会
が

１
つ
に
な
り
、
新
し
く
「
竹
田
視

覚
障
害
者
相
互
援
助
協
会
」
が
視

覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
や
交
流
、

情
報
提
供
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
多
数
の
ご
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

吉
野
英
明
（
直
入
町
長
湯
）

お
子
さ
ん
の
写
真
を

募
集
し
ま
す
！

　

広
報
発
行
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
ま

す
。
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
誕
生
月

の
前
月
の
10
日
ま
で
に
、
写
真
を
企
画

情
報
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

30年ぶりの授業

　

☎
75‒

２
６
１
２

 

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト

 

ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

　

障
害
者
の
自
宅
又
は
施
設
等
で

パ
ソ
コ
ン
操
作
を
支
援
す
る
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
毎
週
土
曜
日

　
　
　

10
時
〜
16
時

場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館

　
　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム

対
象　

メ
ー
ル
送
受
信
等
パ
ソ
コ
ン

　
　
　

の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

９
月
30
日

※
国
家
資
格
等
を
修
得
で
き
る
も

　

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

 

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
又
は
引

揚
者
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
・
各

総
合
支
所
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

独
立
行
政
法
人

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０‒

２
３
４‒

９
３
３
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図書館
から

9月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❼

 竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
 荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
 久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
 直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
旅行鞄にはなびら　　　　　　　　　　伊集院　静
東京物語　　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗
おばあちゃんと孫の心を結ぶ50 通の手紙　清川　　妙
栗原はるみの私の大好きな野菜料理　　栗原はるみ
花まんま　　　　　　　　　　　　　　朱川　湊人
幸福な食卓　　　　　　　　　　　　　瀬尾まいこ
えっヘン　　　　　　　　　　　　　　藤田紘一郎
パンツの面目ふんどしの沽券　　　　　米原　万里
〔子どもの本〕
ブタヤマさんたらブタヤマさん　　　　長　　新太
ライオンボーイ3～カリブの決闘　ジズー・コーダー
"It"と呼ばれた子（1～3）ジュニア版　デイヴ・ペルザー
はやいぞブンブン　　　　　　　　こもり　まこと
マンヒのいえ　　　　　　　　　クオン・ユンドク 

「おはなしルーム」
　日時　9月 14日㈬　13：30～
　場所　竹田幼稚園

 図書館、各図書室の耳よりコーナー

　直入図書室は、直入中央公民館ロビーのす
ぐ横にあります。絵本、小説等いろいろな種
類の本がありますから子どもから高齢者の方
まで楽しめます。テーブル・椅子もあります
ので、その場で読書や勉強もできます。また、
直入図書室から竹田図書館・荻みらい館・久
住図書室の本も借りることができるようにな
りました。読書の秋に向け、直入図書室で読
書や勉強に励んでみてはいかがでしょうか。
　開室時間は 8時 30 分から 17 時まで、休
室日は毎週土・日曜日、祝日等となっています。
市民のみなさんのご来室をお待ちしています。

直入図書室からご案内

↑「直入図書室」の様子

竹田市立図書館の休館日は、5・12・19・23・26 日
です。9月 6日～ 9日の間は、窓枠改修工事のため
臨時休館します。

 

第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー      

 

に
つ
い
て
︵
報
告
︶

　

７
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
第

１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
収
支
に
つ
き
ま

し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の

益
金
は
12
月
開
催
予
定
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金
等
と
合
わ

せ
て
、
年
末
に
市
内
の
め
ぐ
ま
れ

な
い
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

実
行
委
員
会
実
行
委
員
長

　
　
　

竹
田
市
長　

牧　
　

剛　

尓

収支報告

↑多くの市民でにぎわいました。

収　　入 681,380 円

支　　出 20,735 円

差引益金 660,645 円
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口

( 平成 17年 8月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 (前月比 )
人　口　27,829 人　 (－ 11 人 )
　男性　13,049 人　 (－　8人 )
　女性　14,780人　 (－　 3人)
世帯数　10,791世帯(±  0世帯)

住民基本台帳登録人数

◇
今
月
の
表
紙
は
、
竹
田
市
、
柳

川
市
、
延
岡
市
の
小
学
生
が
体
験

し
た
カ
ヌ
ー
教
室
か
ら
の
一
枚
で

す
。
湧
水
が
流
れ
込
む
長
湯
ダ
ム

の
水
は
と
て
も
澄
み
切
っ
て
い
ま

す
が
、
入
り
江
に
あ
る
艇
庫
に
は

た
く
さ
ん
の
藻
が
生
え
て
い
ま
し

た
。
入
り
江
を
抜
け
れ
ば
ダ
ム
を

自
由
に
移
動
で
き
る
の
で
す
が
、

カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
が
初
め
て
の
子

ど
も
た
ち
は
な
か
な
か
ま
っ
す
ぐ

進
め
ず
、
藻
の
中
に
突
っ
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。
◇
初
め
て
久
住
夏

越
祭
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
撮
影

ポ
イ
ン
ト
も
何
も
わ
か
ら
な
い
私

を
お
住
ま
い
の
２
階
に
招
い
て
い

た
だ
い
た
Ｓ
さ
ん
、
Ｄ
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
吉
野
）

郷土の植物
　　　　　　　　　　　　　　　阿孫　久見

 　第 6回

キリシマシャクジョウ（ヒナノシャクジョウ科）

　
主
に
ア
カ
ガ
シ
林
内
の
腐
葉
土

が
積
も
っ
た
暗
い
林
床
に
群
生
し

ま
す
。
高
さ
は
10
㌢
ほ
ど
の
全
体

が
純
白
の
腐
生
植
物
で
す
。
葉
緑

素
が
な
く
光
合
成
し
な
い
葉
は
退

化
し
茎
に
う
ろ
こ
状
に
互
生
し
ま

す
。
腐
生
植
物
は
生
物
の
死
体（
こ

の
場
合
は
落
ち
葉
）
か
ら
有
機
物

を
と
っ
て
生
活
し
ま
す
。

　
初
秋
の
頃
、
茎
の
先
に
集
散
状

に
２
〜
３
個
の
径
５
㍉
ほ
ど
の
小

さ
な
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花

は
ぎ
ょ
う
ざ
を
連
想
す
る
３
つ
の

膜ま
く
じ
ょ
う

状
の
稜り

ょ
う

（
写
真
）
に
な
り
、
上

部
は
く
び
れ
て
淡
黄
色
を
帯
び
て

い
ま
す
。

　
宮
崎
県
霧
島
山
系
で
観
察
さ
れ

花
の
形
が
僧
や
修
験
者
が
持
つ
鉄

の
輪
が
つ
い
た
杖つ

え

に
似
て
い
る
の

で
霧き

り
し
ま
し
ゃ
く
じ
ょ
う

島
錫
杖
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
・
傾
山
系
の
常

緑
樹
林
の
林
内
に
自
生
し
ま
す
が
、

近
年
、
意
外
に
も
里
山
の
人
家
近

く
の
竹
林
の
中
で
観
察
さ
れ
ま
し

た
。
産
地
極
限
の
希
少
植
物
で
す
。

　
花
期
は
９
月
で
す
。

あなたの調査票には
日本の大切な未来が
つまっています。

10月1日、国勢調査を実施します。
　9 月下旬から、国勢調査
員が皆さんのお宅に調査票
を配りにお伺いします。調
査票がお手元に届いたら、
10月 1日現在の皆さんの状
況を記入してください。記
入していただく項目は、男
女の別、就業状態等 17項目
です。
　記入していただいた内容

は、統計を作成するためだ
けに使い、調査票は集計後
に溶かします。調査票に書
かれたことが他に漏れるこ
とは絶対にありませんので、
ご安心ください。
　10 月上旬までに、再び国
勢調査員が調査票を受け取
りにお伺いします。
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館
蔵
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
京
都
で
活
動
し
た
郷
土
の
画
人
た
ち
」

　

８
月
27
日
㈯
〜
10
月
23
日
㈰

　

明
治
・
大
正
時
代
に
京
都
の
画
壇
で
活
躍
し

た
南
画
家
田
能
村
直
入
・
田
近
竹
邨
を
中
心
に

郷
土
の
画
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

【
予
告
】

「
南
画
の
里
竹
田
、文
人
書
画
展
」

　

10
月
29
日
㈯
〜
11
月
21
日
㈰

入
館
料　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

１
０
０
円

※
月
曜
日
休
館
、
11
月
４
日
㈮
は
開
館
し
ま
す
。

　

今
季
の
文
人
書
画
展
は
当
館
主
催
・
商
工
会

議
所
青
年
部
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
大
分
県
立

芸
術
会
館
・
大
分
市
美
術
館
・
竹
田
市
立
歴
史

資
料
館
の
南
画
作
品
か
ら
、
南
画
の
里
竹
田
と

豊
後
ゆ
か
り
の
画
人
の
業
績
を
展
示
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
写
団
ち
く
で
ん
会
員
作
品
展
」

　

９
月
４
日
㈰
ま
で

「
高
木
康
子
は
た
織
り
教
室
生
徒
作
品
展
」

　

９
月
６
日
㈫
午
後
〜
11
日
㈰

「
岡
藩
主
中
川
久
清
と
太
船
山
（
仮
題
）」

　

９
月
14
日
㈬
〜
19
日
㈪

「
竹
田
素
描
同
好
会
作
品
展
」

　

９
月
21
日
㈬
午
後
〜
10
月
２
日
㈰

※
９
月
13
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 第２回久住高原ロールペイント大会
応募〆切　９月 10日㈯
申込方法　参加申込書を FAX又は郵送してください .
　（参加申込時にデザイン画も添付してください）。
　９月 15日に参加者を決定し通知します。
制作期間　９月 23日～９月 30日
展示場所　久住高原マラソンコース内展示コーナー
展示期間　10月１日～ 10月 10日
●お問い合せ
　竹田市役所久住総合支所商工観光課内
　久住高原観光協会
　☎ 76 ‒ 1117

【同時開催
】

「
豊
後
牛
を
七
輪
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

　

久
住
高
原
で
く
じ
ゅ
う
連
山
を
望
み
な
が

ら
、
昔
な
が
ら
の
七
輪
で
焼
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
が
味
わ
え
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸

能
等
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
広
大
な
草
原
で
豊
後
牛
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

第
35
回
久
住
高
原
祭
り

第
４
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り

　

日
時　

10
月
２
日
㈰　

10
時
〜
17
時

　

場
所　

久
住
山
南
登
山
口
・
星
ふ
る
館
周
辺

　

主
催　

久
住
高
原
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
久
住
高
原
観
光
協
会
）
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９
月
の
お
し
ら
せ

　生
活
情
報

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
複
数
の
リ
フ
ォ
ー
ム
会

社
が
訪
問
し
、
必
要
も
な
い
数
千
万
円
の
工
事

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
全
国
で

リ
フ
ォ
ー
ム
の
被
害
が
明
ら
か
に
な
り
、
社
会

問
題
化
し
て
い
ま
す
。
大
分
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
毎
年
多

く
の
訪
問
販
売
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
ぐ
に
契
約
を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元
業

者
に
見
積
り
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
に
は
、
荻
町
で
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害

未
遂
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
健
診
の
結
果
説
明

会
に
便
乗
し
、
高
額
な
健
康
食
品
等
を
売
り
つ

け
た
り
、
市
の
保
健
師
を
語
る
手
口
で
す
。
こ

の
他
、
大
分
県
内
で
も
県
や
市
の
職
員
を
語
る

悪
質
な
訪
問
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
質
商
法
か
ら
私
た
ち
の
生
活

を
守
る
た
め
、
ご
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
不

審
な
様
子
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
市
役
所
や
関

係
機
関
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

【
相
談
窓
口
】

　
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　 

☎
０
９
７
─５
３
４
─０
９
９
９

　
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

　 

☎
０
９
７
─５
５
８
─７
７
８
８

　
障
害
者
１
１
０
番

　 

☎
０
９
７
─５
５
８
─７
０
０
５

●
お
問
い
合
せ

　
商
工
観
光
課

　
消
費
生
活
相
談
担
当
　
☎
63
─４
８
０
７

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
10
月
１
日
よ
り
、
住
民
異
動
届
出
の
際
に
、

市
民
課
・
市
民
生
活
課
の
窓
口
で
届
出
人
（
代

理
人
、
使
者
を
含
む
）
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と

の
確
認
（
本
人
確
認
）
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
届
出
は
、
付
記
転
出
届
を
除
く

転
出
届
、転
入
届
、転
居
届
、世
帯
変
更
届
（
世

帯
主
・
続
柄
変
更
、
世
帯
合
併
・
分
離
届
等
）

で
す
。
確
認
の
方
法
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
ま
た
は
旅
券
、
運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
、
も
し

く
は
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
等
、
本
人
し
か

持
ち
得
な
い
書
面
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
証
明
書
等
の
提
示
が
な
い
場
合
、
お

よ
び
提
示
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
口
頭
で
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
人
確

認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
届
出
人
本
人
に
対
し

て
届
出
を
受
理
し
た
旨
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

　
本
人
確
認
は
、
第
三
者
の
な
り
す
ま
し
等
に

よ
る
虚
偽
の
届
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
住
民
基

本
台
帳
の
正
確
な
記
録
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　

　
市
民
課
市
民
係
　
☎
63
─４
８
０
４
　

　
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
68
─２
２
１
３

　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
76
─１
１
１
３

　
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
75
─２
２
１
３

　公
　
売

祖
峰
中
学
校
の
備
品
・
樹
木
等
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
３
月
末
で
閉
校
し
ま
し
た
竹
田
市

立
祖
峰
中
学
校
の
備
品
・
樹
木
等
の
公
売
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
16
日
　
13
時
30
分
〜

集
合
場
所
　
祖
峰
中
学
校
玄
関
前

公
売
方
法
　
せ
り
売
り

　
※
最
低
価
格
の
設
定
が
あ
り
ま
す
。

公
売
物
件
　
敷
地
内
（
校
舎
・
体
育
館
・
校
庭

　
等
）
に
あ
る
机
や
桜
等
の
備
品
や
樹
木
等

落
札
金
の
納
付
　
落
札
者
は
、
直
ち
に
現
地
に

　
て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
定
の
金
額
以
上

　
に
な
っ
た
場
合
は
、銀
行
振
込
も
で
き
ま
す
。

落
札
物
の
搬
出
　
樹
木
等
の
生
き
物
は
平
成
18

　
年
３
月
末
ま
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
９
月
末

　
ま
で
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
教
育
委
員
会

　
☎
63
─４
８
１
６

　募
　
集

誰
で
も
楽
し
め
る

「
秋
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」

　
あ
な
た
の
庭
や
窓
辺
に
あ
な
た
の
花
を
飾
り

ま
せ
ん
か
？

【
竹
田
教
室
】

期
間

　
９
月
〜
11
月
第
２
・
４
金
曜
（
全
６
回
）

　
※
第
１
回

　
９
日

　
第
２
回

　
22
日
㈭

会
場
　
竹
田
中
央
公
民
館
小
会
議
室

時
間
　
13
時
30
分
〜

　
　
　（
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度
）

【
荻
町
教
室
】

期
間
　
９
月
〜
11
月
第
２
・
４
木
曜
（
全
６
回
）

　
※
第
１
回
　
８
日
　
第
２
回
　
21
日
㈬

会
場
　
荻
町
中
央
公
民
館
　
１
階
団
体
室

時
間
　
13
時
30
分
〜

　
　
　（
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度
）

募
集
人
数
　
各
15
人
程
度

講
習
内
容
　
初
級
コ
ー
ス「
園
芸
の
基
礎
知
識
」、

　「
コ
ン
テ
ナ
・
ミ
ニ
造
景
等
の
制
作
」

　
別
途
コ
ー
ス
で
は
、
庭
を
自
分
で
計
画
、
設

計
し
て
み
た
い
人
を
指
導
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
日
本
園
芸
協
会
認
定
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ

　
イ
タ
ー
　
河
野
　
ひ
ろ
子
（
拝
田
原
）

　
☎
62
─４
８
０
０

　
☎
０
９
０
─１
９
７
５
─５
４
９
９

Ｔ
Ａ
Ｏ
く
じ
ゅ
う
後
援
会

　
平
成
６
年
３
月
に
久
住
町
に
や
っ
て
き
た
和

太
鼓
Ｔ
Ａ
Ｏ
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
文
化
や
観

光
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
久
住
町
に
は
「
久
住
町
Ｔ
Ａ
Ｏ
後

援
会
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
発
展
的

解
散
を
し
ま
し
た
。
今
回
、
新
竹
田
市
誕
生
を

機
に
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
こ
う
と

「
Ｔ
Ａ
Ｏ
く
じ
ゅ
う
後
援
会
（
会
長
：
神
田
長

徳
）」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
主
旨
を
ご
理
解
の
上
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご

入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
ま
す
。

　
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、年
会
費
１
、０
０
０

円
／
人
と
と
も
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
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記
入
し
た
名
簿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

Ｔ
Ａ
Ｏ
く
じ
ゅ
う
後
援
会
事
務
局
長
川
越

　

☎
０
９
０
─１
１
６
５
─９
８
３
０

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
生

　

平
成
18
年
度
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象　

将
来
畜
産
経
営
を
志
す
新
規
学
卒

　

者
も
し
く
は
社
会
人
等

研
修
内
容　

畜
産
経
営
に
必
要
な
知
識
、
技
術

　

を
実
践
を
通
し
て
修
得
す
る

取
得
可
能
な
資
格　

家
畜
人
工
授
精
師
、
農
業

　

用
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
免
許
等

研
修
場
所　

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
畜
産
試
験
場
）　

久
住
町

研
修
期
間　

平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月

募
集
人
員　

５
人
（
性
別
不
問
）

願
書
受
付
期
間　

９
月
１
日
〜
11
月
30
日

選
考
方
法
等

　

12
月
に
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

研
修
経
費　

全
寮
制
、
研
修
に
か
か
る
経
費
の

　

補
助
有
り

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
76
─１
２
１
４

公
立
お
が
た
総
合
病
院

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
病
院
を
訪
れ

た
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
自
発
的
に

無
償
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人

で
、
特
別
な
資
格
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
立
お
が
た
総
合
病
院
で
は
、
地
域
に
開
か

れ
た
病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
活
動
に
参
加

さ
れ
る
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
条
件

１　

心
身
と
も
に
健
康
な
方

２　

趣
旨
に
賛
同
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方

３　

１
日
３
時
間
程
度
、
月
２
回
以
上
の
活
動

　
　

が
で
き
る
方

４　

少
な
く
と
も
半
年
以
上
活
動
で
き
る
方

５　

患
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
方

６　

無
報
酬
（
交
通
費
・
保
険
料
は
当
院
負
担
）

●
お
問
い
合
せ　

豊
後
大
野
市
公
立
お
が
た
総

　

合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　

☎
０
９
７
４
─42
─３
１
２
１
（
代
表
）

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://ogatahp.ddo.jp/

「
ご
み
ゼ
ロ
」
お
お
い
た

『
家
庭
の
水
50
％
き
れ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　

大
分
県
で
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
」

の
一
環
と
し
て
、
10
月
１
日
㈯
に
実
施
す
る
家

庭
の
水
を
50
％
き
れ
い
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
参
加
団
体
・
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

川
や
海
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、
家
庭
の
台

所
や
お
風
呂
場
等
か
ら
出
る
水
で
す
。
皆
さ
ん

の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
家
庭
の
水
を
50
％
き

れ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
〆
切　

９
月
30
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
生
活
排
水
課

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
１
１
１
１
）

　

建
設
課
生
活
排
水
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講
座

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
、

資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
通
信
講
座
な
の
で
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
べ
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

受
講
期
間　

３
か
月
〜
１
年

受
講
申
込　

随
時

●
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２
─５
７
２
─３
１
５
１

　

☎
０
１
２
０
─０
６
─８
８
８
１

　
相　

談

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　

９
月
11
日
10
時
か
ら
17
時
の
間
、
大
分
県
警

察
本
部
広
報
課
で
は
相
談
・
要
望
・
意
見
・
情

報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
の
事

件
、
事
故
以
外
の
相
談
に
つ
い
て
は
安
心
の
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」
番
を
利
用
し
て

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
警
察
本
部
広
報
課

　

☎
０
９
７
─５
３
４
─９
１
１
０

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

土
地
を
買
っ
た
り
、
ま
た
は
遺
産
を
相
続
す

る
等
財
産
を
取
得
し
た
時
は
、
そ
の
所
有
権
を

登
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
が
保
全
さ
れ
ま

す
。
他
に
、
会
社
や
法
人
・
組
合
の
設
立
、
少

額
な
訴
訟
、
民
事
再
生
、
自
己
破
産
、
土
地
・

家
屋
に
対
す
る
賃
料
不
払
い
や
明
け
渡
し
、
夫

婦
・
親
子
関
係
や
扶
養
に
関
す
る
問
題
等
の
悩

み
、
ま
た
、
痴
呆
高
齢
者
等
の
成
年
後
見
、
遺

言
書
作
成
等
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

10
月
１
日
㈯　

10
時
〜
15
時

　
　
　
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

相
談
担
当
者　

大
分
県
司
法
書
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

 　

☎
０
９
７
─５
３
２
─７
５
７
９

土
地
・
建
物
表
示
登
記
無
料
相
談

日
時　

10
月
１
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

担
当
者　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

相
談
内
容

　

①
土
地
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

　

②
建
物
の
登
記
に
関
す
る
こ
と

　

③
土
地
境
界
の
調
査
、
測
量
に
関
す
る
こ
と

　

④
土
地
筆
界
に
関
す
る
問
題

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
７
─５
３
２
─７
７
０
９

　

同
会
竹
田
支
部

　

☎
62
─３
６
６
３

　
年　

金

お
得
な
「
当
月
末
」
口
座
振
替

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
「
当
月
末

振
替
」
に
す
る
と
、
初
回
は
２
か
月
分
の
保
険

料
（
前
月
分
定
額
保
険
料
＋
当
月
分
割
引
保
険

料
）
の
振
替
と
な
り
、
そ
の
後
の
保
険
料
は
毎

月
40
円
割
引
と
な
り
ま
す
。
な
お
現
在
、
翌
月

末
振
替
と
し
て
い
る
人
が
当
月
末
振
替
に
す
る

た
め
に
は
、
変
更
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
、
国
民
年
金
保
険
用
納
付
案
内
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
金
融

機
関
届
出
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
ま
た
は
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
半
額
免
除
の
人
は
、割
引
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１
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案
内

ご
存
じ
で
す
か
？　

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
等
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
起
訴

し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と
の
妥
当
性
を
判
断
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
大
分
地
方
裁
判
所
竹
田
支
部
内
）

　

☎
63‒

２
０
４
０

自
賠
責
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
賠
責
保
険
は
、
交
通
事
故
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で

す
。

　

た
だ
し
、
支
払
限
度
額
は
交
通
事
故
の
被
害

者
に
対
す
る
最
低
保
障
と
い
う
考
え
方
で
決
め

ら
れ
て
い
る
た
め
実
際
の
損
害
が
こ
れ
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
任
意
保
険
（
共
済
）
に
も
加

入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

無
保
険
（
無
共
済
）
車
の
運
行
は
運
転
手
の

基
本
的
マ
ナ
ー
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
罰

則
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
車
検
制
度
の

な
い
バ
イ
ク
、
原
動
機
付
自
転
車
は
「
期
限
切

れ
」「
か
け
忘
れ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
「
動
物
の
輸
入
届
出
制
度
」
開
始
！

　

近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
等

動
物
を
原
因
と
す
る
人
へ
の
感
染
症
事
例
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
感
染

症
が
輸
入
動
物
を
介
し
て
日
本
へ
侵
入
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め「
動
物
の
輸
入
届
出
制
度
」

を
開
始
し
ま
す
。
届
け
出
な
か
っ
た
り
、
届
出

内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
国
内
へ
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
の
対
象
動
物

　

陸
生
ほ
乳
類
（
ハ
ム
ス
タ
ー
、
リ
ス
等
）
及

び
鳥
類
（
イ
ン
コ
、
オ
ウ
ム
等
）
で
、
個
人
の

ペ
ッ
ト
、
販
売
用
、
実
験
用
等
動
物

※
な
お
、
日
本
か
ら
持
ち
出
し
た
ペ
ッ
ト
を
日

　

本
に
持
ち
帰
る
場
合
も
対
象
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.

　
m
hlw
.go.jp/2004/10/tp1015-2.htm

l

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取
り
扱
う

作
業
等
に
従
事
し
て
い
た
方
へ

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
、
今
後
も

そ
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
等
に
従
事
し
て
い
た

方
は
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
の
上
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
等
に
よ
る
健
康
診
断
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い（
受
診
の
際
、

医
師
に
自
分
が
過
去
に
石
綿
に
係
る
作
業
を
行

っ
て
い
た
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）。

　

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

で
一
定
の
症
状
が
あ
る
場
合
等
は
健
康
管
理
手

帳
の
交
付
を
受
け
、
無
料
で
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
綿
肺
、
肺
ガ
ン
、
中
皮
腫
等
を
発
症
し
た

場
合
、
石
綿
に
暴
露
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
れ

ば
労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
労
働
局

　

労
働
安
全
基
準
部
安
全
衛
生
課
安
全
衛
生
係

 　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

３
２
１
３

　
狩　

猟

平
成
17
年
度
狩
猟
免
許
試
験

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈪
〜
16
日
㈮

試
験
内
容
・
日
時

　

網
・
わ
な
猟
、
網
猟
限
定
、
わ
な
猟
限
定

　

９
月
25
日
（
日
）　

９
時
〜
17
時

　

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

　

９
月
24
日
㈯　

９
時
〜
17
時

試
験
会
場　

大
分
県
共
同
庁
舎
14
階
大
会
議
室

　
　
　
　
　
（
大
分
市
大
手
町
）

そ
の
他　

竹
田
直
入
地
方
振
興
局
林
業
課
に
申

　

請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
竹
田
直
入
地
方
振
興
局
林
業
課

　

☎
63‒

１
１
７
４

　
講
習
・
試
験

平
成
17
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に

な
る
人
で
、
病
気
等
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人
や
、
卒
業

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
て
標
記
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
63‒

４
８
１
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習

日　

時　

10
月
23
日
㈰

予
備
日　

11
月
６
日
㈰

場　

所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市
府
内
町
）

受
講
対
象
者　

平
成
12
年
度
の
排
水
設
備
工
事

　

責
任
技
術
者
試
験
合
格
者
で
平
成
13
年
度
中

　

に
登
録
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

受
付
期
間　

９
月
12
日
㈪
〜
26
日
㈪

受
講
料　

２
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

建
設
課
生
活
排
水
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

平
成
17
年
度
防
衛
大
学
生

　

防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
防
衛
大
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

自
衛
隊
大
分
地
方
連
絡
部
竹
田
募
集
事
務
所

　

☎
63‒

３
３
２
０

募集種目 募　集　人　員 資　　　格 受付期間 試験期日（場所）

防
衛
大
学
校
学
生

推
薦

人文・社会科学専攻
　　　　　　 約 20名
理工学専攻　 約 80名

高卒（見込含）
　　　21歳未満の者

9月5日
　～　7日

9月 24日、25日
防衛大学校

一
般

人文・社会科学専攻
　　　　　　 約 65名
理工学専攻　約 295 名

高卒（見込含）
　　　21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

9月9日
　～30日

11月 12日、13日
日本文理大学

防 衛 医 科
大学校学生

約 75名
高卒（見込含）
　　　21歳未満の者

9月9日
　～30日

11月 5日、6日
北九州予備校大分校

看 護 学 生 陸：約 70名
高卒（見込含）
　　　24歳未満の者

9月9日
　～30日

10月 16日
北九州予備校大分校
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第
15
回
Ｌ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時　

９
月
24
日
㈯　

19
時
〜
21
時

場　

所　

直
入
教
育
会
館
２
階
（
花
水
月
横
）

入
場
料　

無
料

内　

容　

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
演
奏
の
様
子

　

や
風
景
等
を
見
な
が
ら
、名
曲
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　

曲
目
：
「
新
世
界
よ
り
」「
情
景
・
花
の
ワ

　

ル
ツ
」「
グ
リ
ー
グ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
等

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会

　

☎
63‒

１
８
２
３
（
堀
）

「
地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
や
、
食
品
の
産

地
偽
装
等
の
食
の
問
題
、ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
等
、

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
29
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

竹
田
市
役
所
３
階　

大
会
議
室

内
容　

消
費
生
活
相
談
の
状
況
、消
費
生
活
劇
、

　

講
演
会
「
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
考
え
る
」

　

講　

師　

料
理
研
究
家　

高
橋
知
子
さ
ん

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63‒

４
８
０
７

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
助
成
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
バ
ー
ヘ
ッ
ド
」

〜
森
と
川
と
水
源
地
の
も
の
が
た
り
〜

劇
団
ふ
る
さ
と
き
や
ら
ば
ん

日　

時　

９
月
30
日
㈮

　
　
　
　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

場　

所　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
久
住
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

入
場
料

　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
２
、０
０
０
円

　

小
人
（
中
学
生
以
下
）
１
、０
０
０
円

　

親
子
券　
　
　
　
　
　

２
、５
０
０
円

※
親
子
券
は
小
学
生
以
上
が
対
象
で
す
。

　

未
就
学
の
お
子
様
は
託
児
室
を
準
備
し
ま
す
。

　

事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

竹
田
市
文
化
会
館
／
荻
・
久

　

住
・
直
入
各
中
央
公
民
館
／
白
丹
・
都
野
公

　

民
館
／
実
行
委
員

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
久
住
中
央
公
民
館

 　

☎
76‒

０
７
１
７

一
村
一
ウ
ォ
ー
ク
「
竹
田
市
荻
町
大
会
」

　

ト
マ
ト
と
高
原
と
大
野
川
源
流
の
里「
荻
町
」

を
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

10
月
２
日
㈰　

受
付
９
時
〜

場　

所　

竹
田
市
荻
町　

福
祉
健
康
エ
リ
ア

内　

容　

10 

㌔
コ
ー
ス
又
は
20 

㌔
コ
ー
ス

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

☎
62‒

２
９
８
０
（
昼
・
菊
池
）

　

☎
62‒

３
０
７
５
（
夜
・
高
瀨
）

秋
季
哲
学
講
座

「
生
き
る
た
め
の
哲
学
入
門
」

　

秋
の
夜
長
は
、竹
田
創
生
館
の
「
哲
学
講
座
」

へ
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
？　

講
師
の
茅

野
先
生
の
巧
み
な
お
話
で
、
大
変
興
味
深
く
哲

学
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
・
考
え
る
こ
と
」
に
つ
い
て

新
し
い
知
識
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

日
程　

10
月
６
日
・
13
日
・
20
日

　
　
　

19
時
〜
20
時
30
分

講
師　

茅
野
良
男
先
生

場
所　

竹
田
創
生
館
本
館

受
講
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

●
お
問
い
合
せ・
申
込
み　

竹
田
創
生
館
（
殿
町
）

　

☎
62‒

４
１
０
０

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
大
正
14
年
生
ま
れ
。
北
海
道
、

お
茶
の
水
女
子
、
大
阪
女
子
、
大
阪
、
大
阪
国
際
大
学

教
授
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
を
歴
任
。
昨
春
の
叙
勲
で

県
内
最
高
位
の
「
勲
二
等
瑞
宝
章
」
受
章
。

”み
ち
づ
く
し
in
大
分“

「
道
守
九
州
会
議
交
流
会
２
０
０
５
」

　

九
州
各
地
で
道
に
関
す
る
様
々
な
活
動
（
道

守
活
動
）
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
が
一
堂
に
会

し
、
意
見
交
換
等
を
通
し
て
交
流
し
ま
す
。

日
時　

10
月
６
日
㈭　

13
時
〜
７
日

場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
他

内
容　

分
科
会
、
現
地
学
習
等

●
お
問
い
合
せ　

国
土
交
通
省
大
分
河
川
国
道

　

事
務
所
道
路
管
理
第
一
課
内　

実
行
委
員
会

　

事
務
局

 　

☎
０
９
７‒

５
４
４‒

４
１
６
７

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

特
別
地
域
演
奏
会

日
時　

10
月
９
日
㈰　

15
時
開
演

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

出
演　

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
音
楽
科

　

管
弦
楽
団
・
合
唱
団　

曲
目　

◇
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
「
交
響
曲
第
９

　

番
合
唱
付
き
」（
ソ
プ
ラ
ノ
：
大
分
県
立
芸

　

術
文
化
短
期
大
学
音
楽
科
教
授　

大
島
栄
子
、

　

テ
ノ
ー
ル
：
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

　

音
楽
科
講
師　

行
天
正
恭
（
ア
ル
ト
・
バ
ス

　

は
芸
短
大
Ｏ
Ｂ
の
予
定
））

◇
瀧
廉
太
郎
作
曲
「
荒
城
の
月
」（
混
声
四
部

  
イ
ベ
ン
ト

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

三
世
代
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

９
月
19
日
（
敬
老
の
日
）
と
10
月
16
日
「
孫

の
日
」
に
ち
な
み
、
家
族
三
世
代
で
楽
し
め
る

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
の
割
引
券
を
持
参
す
る
と
、
60
歳
以
上
の

方
２
名
様
ま
で
入
園
無
料
、
同
伴
の
ご
家
族
５

名
様
ま
で
入
園
券
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ハ
ー
モ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
17
日
㈯
〜
10
月
16
日
㈰

会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
県
営
一
村
一
品

　

ク
ラ
フ
ト
公
園
内　

速
見
郡
日
出
町
）

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

　

☎
０
９
７
７‒

73‒

１
１
５
５
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大
分
県
で
は
、
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
等
の
会

合
等
に
県
庁
の
幹
部
職
員
が
お
邪
魔
し
て
、
県

政
テ
ー
マ
の
説
明
と
意
見
交
換
を
行
う
「
県
政

出
前
講
座
」へ
の
申
込
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
活
動
さ
れ
る
団
体
等
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
問
い
合
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

目　

的　

大
分
県
が
重
点
的
に
取
り
組
む
事

業
や
県
政
の
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
県
政

運
営
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
説
明
後
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
県
と
県
民

の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

あ
ら
か
じ
め
県
が
準
備
し
た
テ
ー
マ

　
（
県
が
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
や
県
政
の

　

課
題
等
）
か
ら
、
ひ
と
つ
を
選
ん
で
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
書
と

　

テ
ー
マ
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。

※
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.oita.jp/10400/　

　

koucyou/dem
ae/ichiran17_1.pdf

で
も
確

認
で
き
ま
す
。

対　

象　

県
内
の
団
体
等
が
主
催
す
る
会
合
等

　

で
、
20
人
以
上
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
こ

　

の
事
業
の
目
的
の
実
現
が
可
能
な
集
会
等
が

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

場
所
等　

こ
の
講
座
は
、
団
体
等
が
主
催
す
る

　

会
合
等
に
、
申
込
み
に
よ
り
県
の
幹
部
職
員

　

を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。会
合
等
の
運
営（
会

　

場
の
手
配
、
参
加
者
等
へ
の
周
知
、
募
集
等
）

　

は
、
全
て
申
込
み
い
た
だ
い
た
人
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

派
遣
等　

職
員
の
派
遣
に
伴
う
経
費
等
（
講
座

　

料
、
車
両
手
配
、
交
通
経
費
等
）
は
、
県
で

　

対
応
し
ま
す
の
で
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
等　

講
座
は
、
９
〜
21
時
の
間
の
１
時
間

　

半
（
説
明
１
時
間
、
意
見
交
換
等
30
分
）
程

　

度
と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
日
時
等
と
あ

　

わ
せ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
て
調
整
す
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
（
申
込
み
は
、
実
施
希
望

　

日
の
２
週
間
前
と
し
て
く
だ
さ
い
）。

注
意
事
項　

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し

　

た
催
し
な
ど
、
県
政
出
前
講
座
の
目
的
に
反

　

す
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
申
込
み
を
お
断

　

り
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
の
講
座
は
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ

　

に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
が

　

目
的
で
す
。そ
の
他
の
県
政
に
対
す
る
苦
情
、

　

要
望
、
提
言
等
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

県
企
画
振
興
部
広
報
広
聴
課
広
聴
班

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
０
９
１
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７‒

５
３
４‒ 

２
２
３
０

伺
い
ま
す
！　

県
政
出
前
講
座

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
す
！

「
新
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
」

「
私
学
の
振
興
に
つ
い
て
」

「
災
害
弱
者
の
地
域
で
の
見
守
り
支
援
に
つ

い
て
」

こ
の
他
、
合
計
１
６
４
講
座
！

　

合
唱
及
び
管
弦
楽
）
編
曲
：
大
分
県
立
芸
術

　

文
化
短
期
大
学
音
楽
科
教
授　

河
野
敦
朗

入
場
料　

無
料

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。
９
月
５
日
か
ら
竹
田

　

市
文
化
会
館
、
荻
・
久
住
・
直
入
各
中
央
公

　

民
館
に
て
配
布
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
会
館

　

☎
63‒

２
７
３
４

竹
田
市
文
化
連
盟
か
ら
お
知
ら
せ

　

２
０
０
５
年
度
の
「
竹
田
音
楽
暦
（
音
楽
カ

レ
ン
ダ
ー
）」
の
中
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
『
瀧
廉
太
郎
が
奏
で
た
ス
ク
エ
ア
ピ
ア
ノ
演

奏
会
』（
11
月
下
旬
予
定
） 

は
、
都
合
に
よ
り

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

「
広
報
た
け
た
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　

☎
63‒

２
７
３
４

　
求　

人

◇
現
場
管
理
者
１
名
年
齢
不
問
25
〜
27
万
◇

土
木
・
建
設
技
術
者
１
名
年
齢
不
問
14
〜
30

万
◇
作
業
療
法
士
１
名
年
齢
不
問
25
・
５
〜

37
・
３
万
◇
薬
剤
師
１
名
年
齢
不
問
23
・
３
〜

29
・
３
万
◇
正
・
准
看
護
師
２
名
18
〜
40
才
16

〜
25
万
◇
保
育
士
１
名
20
〜
50
才
12
・
３
万
◇

介
護
職
２
名
年
齢
不
問
13
・
９
〜
15
・
８
万
◇

フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
１
名
18
〜
25
才
13
・
７
万

◇
営
業
１
名
年
齢
不
問
12
〜
20
万
◇
調
理
１
名

45
才
以
下
10
〜
22
万
◇
販
売
員
１
名
18
〜
23
才

13
・
３
〜
14
・
９
万
◇
ダ
ン
プ
運
転
手
１
名
年

齢
不
問
18
・
４
〜
25
万
◇
バ
ス
運
転
手
１
名
年

齢
不
問
18
〜
20
万
◇
Ｉ
Ｃ
組
立
４
名
18
〜
35
才

14
・
５
〜
15
・
５
万
◇
塗
装
工
３
名
18
〜
55
才

19
・
２
〜
24
万
◇
菓
子
製
造
１
名
25
〜
30
才
18

〜
23
万
◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
工
３
名
18
〜
35

才
10
・
６
〜
13
・
３
万
◇
造
園
・
植
木
作
業
員

１
名
年
齢
不
問
13
〜
20
・
８
万
◇
木
材
作
業
員

１
名
25
〜
35
才
20
〜
30
万
◇
清
掃
作
業
員
18
〜

45
才
13
〜
15
万
◇
電
気
工
事
作
業
員
１
名
20
〜

40
才
15
〜
25
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】　

広
報
た
け
た
８
月
号
「
岡

の
里
ふ
る
さ
と
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
」
で
雄
仁
会

加
藤
病
院
が
募
集
し
た
正
看
護
師
の
予
定
賃
金

が
２
０
１
〜
２
３
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
１
９
〜
２
４
８
千
円
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈭ ・防災の日　・防災週間（8月 30日～ 9月 5日）　・建築物防災週間（8月 30日～ 9月 5日）　・ごみゼロおおいた「家庭の水 50%きれいキャンペー
ン」 ・浄化槽の日　・生活排水きれい推進月間（9月 10日～ 10月 10日）　・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）

2 ㈮
3㈯ ・西ノ宮社八朔祭 18:00 ～ 20:00（東本町　ふれあい駐車場〔竹田〕）

・選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（7日まで /選挙管理委員会事務局）

4 ㈰ ・救急医療週間（10日まで）　・明治地区球技大会　・西ノ宮社八朔祭 10:00 ～ 21:00（東本町　ふれあい駐車場〔竹田〕）
・竹田市歩こう会「早朝散歩　飛田川」豊後竹田駅前 5:50 集合（※ 1）

5 ㈪ ・荻の里温泉 , 陽目の里名水茶屋休業日　・市政懇談会 19:00 ～（宮城分館）
・竹田市畜産共進会 8:30 ～（久住町家畜総合センター）

6 ㈫
7㈬ ・善神王祭 （竹田・岡神社）

・市政懇談会 19:00 ～（宮砥分館）

8 ㈭ ・平成 17年度全国労働衛生週間説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピア
大野小ホール〔三重町〕）

9 ㈮
10㈯ ・下水道の日

・くじゅうの日文化協会発表会 13:00 ～ 15:00（久住中央公民館）

11㈰ ・警察相談の日
・衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査投票日 7:00 ～ 18:00

12㈪ ・水路記念日　・心の病を考える地域学習会 9:00 ～ 15:00（豊後大野
市中央公民館〔三重町〕）　・荻の里温泉 , 陽目の里名水茶屋休業日　・竹田温泉花水月休館日

13㈫ ・竹田温泉花水月メンテナンス休館日

14㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（久住総合支所）
・平成 17年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 6階 61会議室〔大分県庁内〕）

15㈭ ・老人の日　・老人週間（21日まで）　・和牛基本登録（直入町畜産審査場）
・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）,10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）

今月の総合健診
　　　　●お問い合せ　健康増進課　☎ 63 ‒ 1111（内線 173,174）

実施日 時　　間 対　象 会　　　　　場
1日㈭

8:00 ～ 10:00

明　治 明治多目的集会所
2日㈮ 豊　岡 竹田市総合社会福祉センター
3日㈯ 菅　生 菅生改善センター
5日㈪ 玉　来 玉来分館
6日㈫ 宮　砥 宮砥分館
7日㈬ 嫗　岳 嫗岳分館
8日㈭ 竹　田 竹田市総合社会福祉センター
25日㈰ 全　域 竹田市総合社会福祉センター



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。

16㈮ ・青少年の日　・大分県歩こう会中央大会 7:00 花水月集合（山香町）
・心の病を考える地域学習会 9:00 ～ 15:00（豊後大野市中央公民館〔三重町〕）

17㈯ ・坊ガツル輪地切り 8:30 ～　・第 8回七ツ森彼岸花祭り 10:00 ～ 17:00（竹田菅生　七ツ森古墳）
・第 58回大分県民体育大会（19日まで）

18㈰ ・家庭の日　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋の飯田高原」7:30 竹田市役所集合（※ 2） 
・SPA直入スーパーサンデーフェスタ 2005AUTUMN

19㈪ ・敬老の日

20㈫ ・動物愛護週間（26日まで）　・空の日　・空の旬間（30日まで）　・竹田市歩こう会「老野湧水」9:00 花水月前集合※ 16日に中央大会が開催
された場合は中止（※ 1）　・県病健康教室「多胎妊娠について－双子、三つ子について－」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階地域医療室）

21㈬ ・秋の全国交通安全運動（30日まで）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所相談室）　・温泉療養文化館御前湯休館日
・社会保険相談所 (年金相談 ) 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

22㈭ ・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（大分東洋ホテル 2階〔大分市〕）

23㈮ ・秋分の日

24㈯ ・結核予防週間（30日まで）　・環境衛生週間（10月 1日まで）　・禰疑野神社大祭（ねぎのさま）12:00 ～（竹田菅生）
・第 15回 LDコンサート 19:00 ～ 21:00（直入教育会館 2階〔花水月横〕）　・市政懇談会 19:00 ～（松本分館）

25㈰ ・おおいたこどもフェスタ「MIKE の出
た び

発」12:30 ～ 16:00（iichiko グランシアタ〔大分市〕）

26㈪ ・荻の里温泉 , 陽目の里名水茶屋休業日
・介護相談 9:00 ～ 16:00（保険課介護係〔本庁舎〕）

27㈫
28㈬ ・平成 17年度ひきこもり家族教室 13:00 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター〔大分市〕）

・お話広場 10:30 ～（荻みらい館）

29㈭ ・地域消費者フォーラム in 竹田 13:30 ～ 15:30（竹田市役所 3階大会議室）

30㈮ ・固定資産税 3期、国民健康保険税 3期、介護保険料 3期納期限　
・ミュージカル「リバーヘッド」18:30 ～ 20:30（久住中央公民館〔くじゅうサンホール〕）

その他 ・10 月 1日㈯　全国一斉司法書士法律相談（登記、供託、訴訟等）10:00 ～ 15:00（竹田市公民館竹田分館）
・10月 2日㈰　第 35回久住高原まつり・第 4回久住高原牛肉祭り 10:00 ～ 17:00（久住山南登山口・星ふる館周辺）

週間・
月間他

・夏の省エネキャンペーン（7月 1日～ 9月 30日）・知的障害者福祉月間・がん征圧月間・健康増進普及月間（30日まで）・緑の募金（秋）（10月 31日まで）・オゾン層
保護対策推進月間（30日まで）※ 1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）※ 2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（6・13・20・27日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（9日）13:00 ～ 16:00 ※要予約

10月1日は国勢調査の日です!

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・
　資源ごみ収集日→21日㈬

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・
　資源ごみ収集日→28日㈬




